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この メッセージは，１９８２年り０月の総大会

でなされた［〕ムニー第一副管長の説教を，

要請により再び掲載したものです。 ．

は福祉の原則に含まれる聖い予言者

私 たちが教 えて きた簡潔 な真理 を大切
にしています。私 はこの真理 について話す

ことに飽 きることを知 りません。 きょうは

皆 さんに， 自立の原則 と， それが霊的成長

に及ぼす影響についてお話 したいと思 いま

す。

時の初めから，人は自活 し，それによっ

て由立するように勧告 ξれ耳毒遂 した６主

がζの原則 をそれほζ重要視 されるのはな

ぜで しょうか。その理由を知 るには， 自立

の原則 と人 の 自由 とが いかに密接 につな

が っているかを理解 しなければな りません。

このテーマに関 して，アルバー ト ・Ｅ ・

ポウエン長老 はこう語 っています。「主はご

自身の民に，それが外的な要因による もの

であれ，精神的な束縛 から生ずるものであ

れ，抑圧 された状態を抜け出すように望ん

でおられるに違いありません。……ですか

ら教会 は，働 く力のある人をいつまで もほ

聖徒の道／ １９８４年 １１月号

第一副管長

マリオ ン ・Ｇ ・ロム ニー

かに依 存した状態に置 いたままにする制度

をよしとはしません。与えることの真の目

的は，それ とは逆に，入々が 自立できる地

点 まで到達 し，束縛 を免れるように助ける

ことで ある と，教 会 は主張 してい るので

す。」 （「教会福祉計画」１９４６，ｐ．７７）

現在，社会 の中では善意 ある人々の手に

よって困窮 した人々を援助する数多くのプ

ログラムが実施 されています。 レかし， こ

うしたプログラムの多くが，人々の自立を

助 けるのとは対照的に，単 に援助を与える

だけの先の見通 しを欠 いた目標 を掲 げてい

ます。私 たちは，働 く力のある人々の 自立

を目指 して努力 を続 けていかなければな り

ません。

私は以前に リーダー ズ ・ダイジェス ト誌

から次の記事 を切 り取 っておきました。

「私 たちにもな じみの深 い隣町セン ト・

オーガスティンでは，かもめの群 れが豊か

な食物 を前 に，飢え死 にしている。魚は豊
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富にいるが，かもめたちは魚を取る方法を

知 らないのである。彼 らはすでに何世代 も

の間，エ ビ漁船が引き揚 げた網 から投 げて

くれるくずエ ビをあてにして生 きていた。

ところが，その漁船 団 がほかの漁場 へ と

移 ってしまったのである。……

爵 瞳漁艦はか醤１議た ちに生息じやす．い格

蜂の毒雛 擁繰：垣でいた。 かもめたちはわ

謹継謬齢 で薫の取 り方を学ぼうとはしな‘

かｇ率 しヂ子供 たちに魚を取 ることを教 え

麺 ζもしなが つた・・代わ りに・ エビのつ

まっ売 網のとこ．ろ．へ子供たちを連れていっ

たのである。 ．・

思 いのままに大空を飛び，時には自由の

象徴 そのものとも言われ るあのか もめが，

『労せずして得 る』 という誘惑 に負けたた

めに，今や飢 えて死のうとしている。 自立

が施 し物の犠牲になったのである。

このかもめに似た人間が大勢 いる。彼 ら

は何 ら悪 びれることなく，合衆国政府 とい

う 『エビ漁船』が引き揚 げる税金の網か ら

おいしい食物 をついばんでいる。 しかし，

政府の支給品が底をついたらどうなるだろ

うか。次の世代 を担 う子供たちはどうなる

のだろうか。

愚かなかもめにならないようにしようで

はないか。私たちは・…∴自給 自足する能力

や，必要な物を作 り出す技能，倹約 の精神，

それに真に自立を愛する心 を持 ち続けなけ

ればな らない。」 （『愚かなか もめの物語』

「リーダーズ ・ダイジェス ト」１９５０年１０月

号 〔英文〕，ｐ．３２）

むさぼることや不 当な利益 を得 ることが

習慣 となって広く現代社会 をむ しばんでい

ます。そのために，財産 をさらに増やす力

を持 っている裕福 な人までが，政府 に対 し

て利益の保証 を求 める有 り様です。選挙 に

２

なれば，立候補者 は政府の予算を有権者 の

ためにどう使 うかを公約 し， それによって

当選 が決定 することが しばしばあ ります。

．こ．うし．た風潮．が世間一般 に受 け入れられ，

実．際に行 な．われるようになれば，いかなる

社．会であれ， そこに住む人々は奴隷 と化 し

てしまうで しょづ。
ひ ご

私 たちは政府の庇護を受けるだけの者 と

奉 るわけにはいきません。た とえそうする
・合法的権利があるとしてもです

。．そこには
．自尊心を初め

，政治的，物質的，霊的な 自

立を失うというあま りにも大 きな犠牲が伴

うからです。

一部の国々では，勤労所得 と不労所得 を

区別するのが非常にむずかしい状況 にあり

ます。 しかし，原則 はいずれの国 において

も同じです。すなわち， 自立を目指 して努

力 し， 自分の生活をほかの人々に依 存して

はならないということです。

過 ちを犯 しているのは政府だけではあり

ません。 多之 の両親 た』ちは，家族の蓄 えか

ら与．えるばか りで子供たちを甘 やかし，「愚

かなか もめ」を仕立てていないでしょうか。

子供 に物 をあてが うだけの両親は，国民 に

失業手当を施 すだけの政府と同 じ過ちを犯

しています。事実，そのような両親の態度

は，政府の対策以上に深刻 な害を及ぼす可

能性 があります。

監督や神権指．導者が， ワー ド部 の会員 を

「愚かなかもめ」 に仕立てる過ちを犯 して

いることもあ ります。一部の教会貝 は，経

済的，情緒的 に監督に依存するようになっ

ています。．その出所が どこであろうと，施

しは，施 しです。教会や家族 のとる行動 は

すべて，会員や子供たちを自立へ と導 ぐも

のでなければなりません。政府の計画 は必

ず しも私 たちの思 い通 りになるわけで はあ

Ｌ』



／

りません。 しかし自分 の家庭 や自分 たちの

集 まりてあれは，私 たちか管理できます。

もし， これ らの原則 を教 えて実践するな ら

は，いかなる国にあろうと政府の対策 に潜

む好 ましくない影響 に立 ち向かっていくこ

とができるでしょう。

私たちの中には， とんなに自立した くて

もそれができない人 もいます。ヘン リー ・

Ｄ ・モイル副管長 は， こうした人々のこと

を心に描 きながら，次のように語 リました。

「この偉大な原則は助けの必要 な人々や

貧 しい人々に援助の手 を差 しのへ ることを

拒 むものではあ りません。体 を動かすこと

のできない人，老人，病人は配慮の行 き届

いた世話を受けますが，働 く能力のある人

は， みすからの努力によって道 を開くこと

ができるのであれは，最善 を尽 くして働 き，

ほかの人に依存せすに自立 します。すなわ

ち，逆境 を一時的なものとしてとらえ， 自

己の能 力に対 する信頼 をもって正直に働 く

のです。

羅 固たる信仰 と真の勇気を持 ち，不動の

決意を抱 き，胸の内に自立への愛を燃え立

たせ， みずからの業績 に誇 りを抱 いて歩む

ならは，乗 り越えられない障害に出合 うこ

となどめったにありません。」 （「大会報告」
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Ｌ

１９４８年 ４月，ｐ．５）

ここで特 に重要 な真実についてお話 した

いと思います。 自立は最終 目的ではな く，

それに至るための手段 です。 したがって，

完全 に自立 している人が，そのほかの望 ま

しい特質 をことごとく欠 いている場合 もあ

ります。富を得れば他 人の援助 をまった く

必要としなくなり， 自立す ることもできま

す。 しか し，そこに何 らかの霊的な 目標．が

なければ， その人の身 と霊 をむ しばむこと

になりかねません。

教会の福祉プログラムは霊的なものです。

１９３６年， このプログラムが始め られた とき，

デビッ ド・０ ・．マッケイ大管長は，次のよ

うな洞察力に満ちた所早 を述べ ま㌣た。 ．

「私たちは
，霊的な特質の育成に最大の

関心を寄せなければな りません。霊性 とは

人が身に．っけることのできる最高の もので

あり，『人間を万物の霊長と呼ぶための至高

の賜』すなわち人間に備 わっている神性の

ことなのです。 それはまた，己れに打 ち勝

ち，無限無窮の御方 と心を通わすことので

きる意識でもあ ります。ただ霊性 だけが，

人生で最高の満足をもたらすことができる

のです。

衣服の乏 しい人々 に衣服を与 え，食卓の

貧 しい人々 に十分 な食糧 を与え，職がな く

絶望 と戦っている人々に仕事 を与えること，

これ らは確かに意味 のある．ことです。 しか

し，結局，教会 〔福祉計画〕か らもたらさ

れる最大の祝福 は，霊的なものなのです。

外見的には，すべての行為 が物質的な事柄

に向けられているように思 えるかもしれ ま

せん。衣服の再生，果実や野菜の缶詰，食
ひ よく

料品の貯蔵，入植のための肥沃な土地の選

定， これらはみな， この世 的な事柄 に見 え

ます。 しかし， そこに浸透 しているも．のは，

４

そ してそれ らの行為 を促 し聖別 しているも

のは，まさに霊性 なのです。」 （「大会報告」

１９３６年 １０月，ｐ．１０３）

教義 と聖約２９章３４－３５節 から，すべての

戒めは霊 にかかわるもので， この世的 な戒

めというものは存在 しないことがわか りま

す。また，人間は 「自ら自由意志 を行 う」

者でなければな らないこともわか ります。

しかし，人間は 自立 しなければ， みずから

自由意志を行な うことはで きません。 この

ことか ら考 えてみると，独 立や自立 は私 た

ちの霊的成長 を左右する重要 な鍵 であるこ

とが理解で きます。 自立を脅かされるよう

な状況に陥 った人は， 自由が脅 かされて．い

ることに気づくで しょう。すなわち， ほか
‘への依存度粧高 まれば

，．行動する自由が孝

ちまち失われていくことに気づ くのです。

今 までお話 してきたことからおわか りの

教会や家族のとる行動はすべて，

会員や子供たちを自立へと導く

ものでなければなりません。
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ように， 良立 は無動隣磯簿傘 馨掛 由脅得 壷

ための前耀条件です。 しかも， その自由を

使 って正 しい選択をしなければ， 自立の中

に霊的なものは存在 しません。それでは，

虚 曲 な成暴．を遂 げる聴 はデ 自立した後 に偲

門をすれ球よ・いので し：詳う’か。’

自立を霊的なものとするための鍵 は， 自

立に伴 う自由を用いて神 の戒めを守ること

です。聖典の中で明 らかに命 じられている

ように，貧 しい人々に与 えることは，豊か

に持 つ人々の義務です。

ヤコブはニーファイの人々 に向かって次

にように言いました。

「あなたたちは自分 の兄弟 を自分 自身の

ように思 え。かれ らと皆親密 にして，あな

たたちの ようにかれ らも富者 になるように
おし

惜 まずにあなたたちの財産を与えよ。

財産 を求 める前 にまず神 の王国を求めよ。

あなたたちがすで にキ リス トに望 みを

もってから宝 を求 めたならばその通 りに宝

が手に入 るであろう。 しかし，その時あな

たたちがその宝を求める目的は，．保で嬉 る

者 に着物壷箔せヂ飢 え七いる者 に食 を与 え，
や

東縛燕れて鹸る瀞を救つて自由にし，病ん

でい鰭 騨 碑 いる者 とを救うなど，お

よそ善事 を行 う、ことである。」 （ヤ コブ ２ ：

１７－１９）

主 は今 日の神権 時代 において，『教会が発

足 してわずか１０カ月足 らずの ときに次のよ

うに言われました。
なんじ
「激 らもしわれを愛すれば

， われに仕え
いましめ

拶 外 て職 命を守 るべきな り・。．

見 よ，汝 ら貧 しき者のことを思 い起 し，
おの ざいもつ

・…・・己が財物 を神 に奉献せよ。」 （教義 と聖

約４２：２９－３０）

その同じ月 に，主は再 びこの問題に言及

されました。教会貝が，多少怠慢であった

聖 徒の道／ １９８４年 １１月号

ことは明 らかです。彼 らは即座 に行動 に移

していませんで した。

「見 よわれ汝 らに告 ぐ。汝 ら貧 しき者，

乏 しき者 を訪 れて救 いを施 さざるべか ら

ず。」 （教義 と聖約４４：６）

私 には何 か理屈 に合 わないように思 える

のですが，私 たちは自分のためになるこれ

らのことを行 なうのに，絶えず主から戒め

ていただかなければな りません。主はこう １

言われました。

「自分の命 を得 ている者はそれを失い
，

わたしのために自分の命 を失 っている者 は，

それを得 るであろう。」 （マタイ１０：３９）

秘嫡 ・糠酪 紘轟 論 奄賜 樋 こ．とに
よって 「．自分の命を知 い 部 ρ．頃 〉し・．

ζうする遊毒 にり．．永遠嚥尽．きることのない

真 の喜 びを味 わうのです。奉億．ζは脳 日の

光栄の王国に入る資格．を勝ち得 るために，

この地上でがまんして行 なうようなもので

はありま せん。 それは， 日の光栄の王国に

昇栄する人の生活 を形造る大切 な要素なの

です。

ああ，私 たちの心が清められて，これら

すべてのことが 自然に行なわれるようにな

るとき，それ は何 と輝 かしい日になること

で しょう。 その 日には戒めなど必要あ りま

せん。 なぜなら， だれ もが経験を通 して，

真の幸福 は無私 の奉仕 に携わるときにもた

らされることを知 っているからです。

奉仕 に必要 な条件 について考えてみると，

あるいは神 がまさに奉仕のお方であること

にづいて考えてみると， 自立 するこ１とがい

かに重要であるかおわか りになると思いま

す。 自立 していなければ，私 たちが持 って

生 まれた奉仕への願 いを実行 することはで

きません。何 も持 っていなければ， どうし

て与えることができるでしょうか。食糧棚

５

ー
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が空では飢 えた人に食物 を施 すことはでき

ません。財布 が空ではお金に困っている人

を援助することはできません。心が飢 え乾

いていては，人を理解 し支 えることはでき

ません。学んでいなければ，教えることは

で きません。 そして何 よりも大切 なことは，

霊的に弱 くては，霊的な導きを与 えること

はできないということです。

豊かな人と貧しい人との間 には，相互依

存の関係があります。施 しという過程 を通

して，貧 しい人は強められ，豊 かな人は謙

虚 にな ります。 そして，両者が共 に清めら

れるのです。貧 しい人は貧困 という束縛か

ら解き放 たれて，物心両面 にわたり， 自分

の持つあ らゆる可能性を 自由に伸ばすこと

ができます。また豊 かな人 は，必要以上の

ものを分 け与えることにより，施 しという

永遠の原則を実践するのです。完全 に立ち

直 って自立 した人は，助 けを必要 とする人

人に手を差 しのべます。 こう して奉仕の輪

は広がっていくのです。

、たれに、でも自立している部分 と人 に頼 っ

饗曝ゑ部舟：とが あ ります。 したがって私 た

ち１ま，「各々が力を発揮 できる分野において，

人を助けるために尽 力しなければな．らない

．のです。巨．同時 に，‘本 当に助 けが必要なとぎ

に．は，．．妙なプ ライ ドは捨てて，援助の手 を

ありがたく受け入れなければな りません。

もしそれを拒むならば，助 けを与 えようと

レている人か ら，清 められる機会 を奪 うこ

とになります。

籔会の使命に関する話 の中で最近強調 さ．

れている ３．つの使命のひと．つは，聖徒たち

を整．えることです。 これこそ福祉プログ ラ

ムの．目的です。 これ は終わ りの日のプ ログ

ラムではなく，今 日の私 たちのためのプロ

グラムです。 なぜなら今が私 たちの生活を

６

整えるときだからです。 これらの真理 を常

に心 に留めておくことができますように祈

ります６

話 し合いのための提案

ロムニー長老の説教を読み，以下の原則

について家族で話し合ってみましょう。

自立と奉仕を通して生活を完全なものとす

る原則

自立を妨げるもの

●怠惰

●浪費

●戒めを破 ること

●家庭貯蔵に関心

を示さない

●食糧生産を行な

わない

●負債

●職業上の技術に

対して無関心で

ある

●否定的な態度

奉仕を妨げるもの

●自分と家族のこ

とだけしか考え

ない

自立を促すもの

●勤勉 と労働

●倹約，貯金，予算

組み

●知恵の言葉 に従 う，

戒めを守 り，什分

の一 を正 しく納め

る

●食糧，衣服， （可

能 ならば）燃料 を

１年分貯蔵 する

●食糧生産 を行 なう

● （で きる限 り）負

債を避 け，経済的

に安定するよう心

がける

●職業上の技術を向

上させる

●肉体的，情緒的，

社会的に健康 な状

態に達 する

奉仕を促すもの

●ほかの人々のこと

も考 える



し

奉仕は，日の光栄の王国に

昇栄する人の生活を形造る

大切な要素なのです。

●分 かち合 うこと

をいやがる

●財産に固執する

●自立できる人の．

世話を焼 きすぎ，

依頼心 を強くし

てしまう

●自命 自身 と家族

にのみ関心を払

う

●自分 には奉仕す

るための時間や

分 かち合 える才

能 がないと思 っ

ている

聖徒の道 ／１９８４年 １１月号

●持 っているものを

できる限 り分 かち

合 う

●断食献金 を惜 しみ

なく納める

●自立 の精神 をほか

の人の心 に植えつ

け， 自立できるよ

う助 ける

●時間，才能，方法

を家族，教会，社

会 に分 かち与 える

●個人やグループ に

よる奉仕活動 に参

加す る

ホ ーム ティーチ ャーへ の提 案

強調点 ：ホームティーチングの ときに，以

下の点 を話 し合 うとよいで しょう。

１．私 たちは自立で きるよう努力しなけれ

ばならない。教会の教えやプログラム

は， この最終的 な目的を常 に念頭に置

いている。

２． デビヅド・０ ・マッケイ大管長 は次の

ようてこ述べている。 「教会 〔福祉計画〕

からもた らされる最大の祝福は，霊的

なものなのです。外 見的 には， すべて

の行為が物質的な事柄 に向けられてい

るように思 えるかもしれ ません。 しか

し，そこに浸透 しているものは， そし

てそれらの行為 を促 し聖別 しているも

のは， まさに霊牲 なのです。」

３． 自立は行動する完全 な自由を得るため

の前提条件である。 自立 を霊的なもの

とす るための鍵 は，人々に与え，奉仕

の手 を差 しのべ る自由を用いることで

ある。

４．ほかの人々 に奉仕することば 日の光

栄の王国で栄えを受 けた生活を送るた

めの，大切な要素である。

話 し合 いを進 め るため に

１． 自立について 自分の気持 ちや経験 を話

す。家族 にも話．して もらう。

２．家族 で朗読 した り話 し合 った りすると

良いと思われ る聖句や引用文がこの記 ．

；事の中にないだろうか。

３．訪問の前 に家長 と打 ち合わせた方が良

い話 し合 いができるのではないだろう

か。 自立 について，定員会指導者や監

督 ゆら家長にあて られたメッセージは

ないだろうか。

７





ら。」 （マタイ ４ ：６）

しかし，挫折感 や失望の伴 う 「試 し」が

多くなってくるにつれ，私 はとうとう自分

の軽率 さを反省 しはじめたのです。私 は聖

典 を読み，祈 りの気持 ちで問題に対する自

分の責任をよく検討 してみる．ことにしまし

た。その結果はっきりわかったことは，神

は私 たちに，進 むべき方向が正 しいかどう

か常 に神 に確 認を求 めながら， 自分 で計画

し，行動 するよう望 んでおられるというこ

とでした。神 との関係がいかに密接 であっ

て も，個人の努力にとって代 われるもので

はあ りません。神 からの導 きはむしろ，私

たちが 自分で努力 して昇 っていかなければ

な らない成長 や理解 といった段階を，共 に

ついて案内 してくれるガイ ドと言っ．た方が

いいか もしれません。こうして新 しい考 え

方 をするようになってから，私は 自分 の問

題 をよく整理 し， 自分 の生き方に責任 を持

つようになったのです。

ある 日，私 たち家族 は家庭のタベの活動

として近 くの山に ドライブに行きました。

急 カーブを運転 しながら，私 は家族に，先

週一週間私が熱心 に主 に仕．えたと思うかど

うか尋ねました。みんなの答 えは，監督 と

して，私 が主のために十分 に時間 を使 った

ということで した。そこで私はこのように

質問してみました。「もしお父 さんが，第一

に神の国と神 の義 とを求 めた ら，すべての

ものは添 えて与 えられ，神様 は私 たちを

守って くださるだろうか。 どうだい。」（マ

タイ ６ ：３３参照）最：初は迷 っていたようで

したが， すぐに全貝の意見が一致 し，聖典

に約束されている通 りになるという返事 で

した。「そうか；それ じゃ……」私 は陽気

に，自信を持 って言いました。「きょうは一

日中忙 しかったし，疲れていてあまり注意

深 い運転ができそうもない。 あとはハ ンド

ルの向．くままに任せて，神 に目的地 まで連

れていって もらうことにしよう。」車の中ぽ

たちまち大騒 ぎになりました。 ５人の子供

のうち ４．人は，神 にハ ンドルを預 けること

に十分 な信仰が持 てないで当惑 していま し

た。 ２歳の子供の信仰 だけは揺 らぐことな

く，だれが運転 しようとかまわないといっ

た様子 でした。そこへ助け船 を出した賢明

な妻は，私 の方を向 くとこのように言 いま

した。 「神様が私 たちを目的地 まで連 れて

いってくださることは信 じているわ。でも

その必要 はないわ。あなたが運転席に座 っ

て いるんです もの。 しっか リハ ン ドル を

握 って，気 をつけて運転 して くださいね。」

「わかった
。」私はそう答 えると続けて言

いました。「神 に仕えることと神の王国を築

くことは，人生の中で最 も喜 びの多い仕事

なんだよ。祝福 もあるしね。でもそうした

仕事を しているか らといって， 日常生活で

出くわすいろいろな問題 に良識 を働かせた

り，用心する必要 がないということではな

いんだ。実際，そうした問題 にも助けは受

けられるがね。 きょうのレッスンはこれで

終わ り。」

それ以来，私たちの生活や状況 が改善さ

れ，神 に対 する理解 も深 まりました。 そし

てなぜ神は私 に失敗 させるのかということ

に，いちいち聖句をもって弁解 し，揺 らぐ

信仰 を支える必要 もなくな りました。代わ

りに，私は神が私 たちに聖典や近代の予言

者，聖霊の賜 を与 えてくださり，理解力を

高めてくださっていることに感謝 していま

す。私たちの愛する御父は私たちを導いて

はくださいますが，私 たちに代 わって運転

はして くださらないのです。神 は私 たちに

ただ運転 するのではなく， それ以上の こと，

すなわち神 ご自身のような運転 をし，神の

お られる所 に，私 たちもいることがで きる

ようにと望 んでおられ るのです。 （ヨハネ

１４：３参照）
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主 イ エ ス ・キ リ ス ト

「彼 （ジ ョセ ブ ・ス ミス ） は そ の 書 を
，

まさ しか

正にわが命 じたる部分 を翻訳 した り，而 し
ごと

てこの事は汝の主，汝の神生 きたもうが如

く真実なり。」（教義 と聖約 １７ ６）

「（神は〉前より備 えた りし方法 によ り
，

ちか リ

モルモ ン経を翻訳す るために天 より能力を

彼に与えたり。
あ

この書の中には，堕落 したる或る民の記

録 と，異邦人並びにユダヤ人に与うるイエ

ス ・キリス トの完全 なる福 音とを載せた り。

またこの書は霊感 によ りて与 えられ，天
つかい

の使 たちの導きと恵みによりて他の人々に

対 して確認 され，この人々 によ りて世 に宣

べ伝 えられ，

１０

主イエス キリスト

聖典の真実なることと，神は人々に真に
いにし

霊感を与えて古えの代と同じくまた今の代
きよ

にも神の聖 き業 に人々を召 すことを世 に証

す。
もつ

これを以 て， また神 は昨 日も今 日も世々

限 りなく同 じ神 にてあることを示すな り。
ただ

されば，信仰 をしてこれを受け入れ義 し
おこない

き行為 をなす人々は永遠の生命の栄冠 を受

くべ し。」 （教義 と聖約２０ ８－１２，１４）

「また当教会 の長老，祭 司および教 師た

ちは，聖書 と完全 なる福音を載せたるモル
しる

モン経とに誌 されたるわが福音の原則を教

うべ し。」（教義 と聖約４２ １２）

ジョセフ ・スミス

「私 は
，兄弟たちにこう語 った。 『モルモ

ン経 はこの地上で最 も正確 な書物であり，

私 たちの宗教 のかなめ石 であって，人がそ

の教 えに従 って最 も神 に近つ くことので き

る書物である。』」 （「教会歴史」 ４ ４６１）

「私はこの記録を神の賜 と力によって翻

訳 した。」 （「教会歴史」 ４ ５３７）



ジョセフ・スミス

「私たちはモルモン経を受 け入れようで

僻ないか。モルモ ン経 は，やがて末 日に世

に出るようにと，ひとりの男が自分 の近 く

の野原に持 っていき，そこに隠し，信仰 に

より守 り通 してきたものである。種の．中で

も最 も小 さな種であるモルモン経が，地表

に現われて生長 し，やがて枝 を張 り，堂々
ごうごう

とした神々 しいまでに壮麗 にそびえ立つ姿

を， またか らし種 のように， あらゆる章木

の中で最 も立派な もの となるのを目にしよ

うではないか。モルモ ン経は真実である。

生長 し，地表 に出てきた今，天か らは義 の

見守 り．を受け，その枝 には神 が送 られたみ

力，賜，天使 が宿 って．いる。」 （．「教会摩史」

２：２６８）

ブリガム・ヤング

「私 がモルモン経を手 に巨律のは
，．初版

がで きて ２，３週間 目のことであった。……

私 は ２年間にわたってモルモン経を熟読 し，

検討 した結果，ついにその書物 を信 じ，受

け入れることになった。私には，実際に自

聖徒 の道 ／１９８４年 １１月号

ブリがム・ヤング

分 の目で見 て いるように， 自分 の指 でさ．

わ っているように，またほかのどの感覚で

も感 じとれるように， その書物が真実であ

ることがわかった。 この よう な ことが な

かったな ら，私 は決 して今 日までその書物

を受 け入れ，信 じてくることはできなかっ

たであろう。」 （「説教集」 ３ ：９１）

「主 は何世 紀にもわたり
，その書物が地

中よ りいでて世 に表わされること，そして

人々にご自身がなお生 きておられ，末 日に

地の四すみより選民を集めることを知 らせ

るために，道を備 えてこられたのである。」

（「ブ リガム ・ヤング説教集」ジ ョン・Ａ ・

ウイッツォー編，ｐ．１０９）

ジョン・テイラー

「モルモ ン経の福音 と聖書の福音は一致

している。 どちらにも向 じ教義が書 かれで

いる。違 っているところと言えば，一方に

はアジア人の歴史が， もう一方にはアメ リ

カ人の歴史が載 っているという点だ けでφ

る。……私たちはこの書物が真実であると

１１
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ジ ョン ・テ イラ ー

確信 している。」 （「説教集」 ５ ：２４０－４１）

「自分 を過信せず
， 良書 （聖書やモルモ

ン経）を調べなさい。そしてできるだけ多

くの知識 を得，堕落 しないようしっかり神

について，いかなる汚れにも染 まらないよ

うにしなさい。そうすれば， いと高 き者の

恵みが共 にあるであろう。」 （「説教集」１２：

＆９８）

ウイルフォード・ウッドラフ

「私がモルモン経 を読 み始 めると
，みた

まはその記録 が真実であると私 に証 して く

れた。私 はよく目を見開いて見，耳を傾 け，

心 を開いて理解 に努めた。 また喜：んで神 の

僕 たちを家に招 き入れた。」 （マサイアス ・

Ｆ ・カウリー 「ウイルフォー ド・ウッドラ

フ ：生涯 と努力の歴史」）

「私は
，モルモ ン経を証する神 のみたま

を強く感じた。私 はモルモン経が暗やみか

らもれいず る光，地中から湧き出る真理 で

あると確信 した。」 （ウイル フォー ド・ウッ

ドラフの 日記より。１８３３年１２月３１日 教会

１２

ウイルフォード・ウッドラフ

資料保管所蔵書）

「私 は聖書
， モルモン経，教義 と聖約を

読んでみた。私 はそれらが永遠の真理 であ

ると思 っている。∴… そこには今の世 の人

人 に対 する永遠 の生命 の約束 が載 ってい

る。」 （「説教集」２２：１４６，３３５）

ロレンゾ・スノー

「私 は
，主からこのみ業 （モルモン経 を

含む回復 の業）に関する最 も確 かな啓示 を

受けた者のひとりである。啓示された事柄

は何時間にもわたって私の心 に強烈な印象

を与えた。 こめ完壁な知識 は，生涯記憶の

続 く限 り，私 の心 に残 るであろう。」（「大会

報告」１９００年１０月）

ジョセフ・Ｆ・スミス

「モルモン経が……論破 されることはな

い。なぜなら，モルモン経 は真実 だか らで

ある。 この書物 に書かれている教義や戒め，．

教 えの中で，行間 にもられた意味 において，

また真理 という点で，．聖書 の中のキリス ト



ロ レ ンゾ ・スノ ー

や使徒 の教 えに一致 しないものは何 ひとつ

ない。またこの書物 には，耳を傾けさえす

れば悪人 を善人 に，善人をさらに立派な入

に成長させてくれる勧告 や戒 めが載 ってい

る。 この書物 には，始めから終わ りまで霊

感があふれており，すべての正直な心の持

ち主 に確信 を与えて くれる。」 （「説教集」

２５：９９－１０σ）

「モルモン経や教義 と聖約 を読 むことに

ついて言えば…… これらの書物に精通 して

いなければ，だれ もこの教会の有能な宣教

師になることはで きません。 これ らの書物

に親 しめば親 しむほど，宣教 師としての責

任をよく果たすことができるようになるの

です。」 （ジョセブ・Ｆ・ス ミスから息子 ジョ

セブ ・フィールデ ィング ・ス ミスにあてた

手紙 「予言者 から息子へ ：宣教師の息子た

ちに対 するジ ョセブ ・Ｆ ・ス ミスの忠告」

よ り）

ヒ ー バ ー ・Ｊ ・グ ラ ン ト

「私 は
， こ こ．６， ７週 間 ， 信 仰 を持 っ て

聖徒の道／ １９８４年 １１月号

ジ ョ セ フ ・Ｆ ・ス ミ ス

注意深 く， １日１０ページの割でモルモン経

を読破 し，喜びに浸っている。この書物を

これほど楽 しく読めたことはかつてなかっ

たように思 う。 その中に記されている救 い

主 の神聖 な使命 に関するすばらしい証は，

ここ数週間かつてないほど私 の心に強い印

象 を与えている。私 はこれまでたびたび，

若 い頃モルモ ン経を読んだことやその書物

が真実であること， またそれが，主張通 り

アメ．リカンインデ ィアンの先祖の神聖 な歴 ．

史であるという確 かな証 をどのようにして

得てきたかについて話 して きた。確かに少

年時代 には，救い主の神聖 な使命 に関する

すばらしい教 えや， この書物 に記 されてい

るアメ リカ大陸の人々への救い主の教 え，

アルマ， アビナダイそのほか多くの人々の

すばらしい霊感 に満 ちた教 えなどを十分 に

理解することはで きなかったと思 う。 しか ．

し，私 は少年 時代にこの書物 を読むことが

できたことに， またこの書物 の真実性に確

信が得 られたことに，そ してニーフ，ア．イと

いう人物 に深 い感銘 を受 けたことに言いよ

１３
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ヒー バ ー ・Ｊ ・グ ラ ン ト

うのないほど感謝 している。……こうして

再び読 み終 えて，心の中にモルモン経の神

聖さに関するさらに大 きな証が得 られたこ

とを喜ばしく思う。」 （「大会報告」１９２４年 ４

月，ｐｐ．１５７－５９）

ジョージ・アルバート・スミス

「モルモ ン経は
，ほかの どの書物 にも見

られない内容 を持 った神聖 な記録 である。

主は私たちに，主のすべての子供 たちと永

遠の福音の真理を分かち合 うよう命 じられ

た。．その真理 は，主が彼 らを 日の栄の王国

に備 えさせるためにお与 えになったもので

ある。……モルモン経を祈 りを通 して読 み，

それが神 の言葉であるかどうかを知 りたい

と望 むすべての人に， ジョセブ ・ス ミスや

ほかの人間ではなく，私 たちの天の父なる

神が，それが神の言葉であることを確かに

知 ることができると約束 した もうている こ

とを思 うにつけ，．私の心 は喜 びに満 たされ

る。……これ らふたつの書物 （モルモン経

と聖書）は，私たちが どこか ら来で，なぜ

１４

ジ ョー ジ ・ア ルバ ー ト ・ス ミ ス

ここにいるのか， そしてどこへ行 くのかと

・いったことを共に教 えている。そ して どち

らにも， この世での生活 を豊 かな もの とし，

永遠の幸福 を得る備 えをするよう勧 める天

父のすばらしいみ言葉が載 っている。」（「大

会報告」１９３６年 ４月）

デビツド・○・マツケイ

「私は，モルモ ン経が確かに神のみ言葉

であると証申 しあげる。 また天 と地 との交

流が再開 され，真心 からキリス トを信ずる

人々が必要な知識や祝福 を受 けることので

きる正 しい方法が，地上 の人々に示 された

ことを証 する。」（「イ ンス トラクター」１９５２

年１０月号，ｐ．３１８）

「（モルモ ン経） はすば らしい書物 であ

る。 それは回復 された教会の重要なかなめ

石 のひ とつである。」 （「イ ンプルーブメ ン

ト ・エラ」１９６０年１１月号）

ジョセブ・フィールディング ・ズミス

「私がモルモン経を読み始めたのは執事



デ ビ ツ ド ・○ ・マ ツケ イ

になる前の ことである。それ以来ずっと読

み続 けている。私 はモルモン経が真実であ

ると確信 している。……いかなる教会員 と

いえども，モルモン経 をくり返 し丹念 に読

み， まさにそれが全能者の霊感 を受けて書

かれた記録であること，またその歴史が真

実であることを証できなければ，満足 はで

きないであろう。……これらの記録 （モル

モン経，教義 と聖約，高価 なる真珠） は非

常 に貴重なものである。……その中の教 え

に従って こそ，私 たちはもっと神 に近 づく

ことが許 され，天父 と御子 イエス ・キ リス

トをさらによく理解することができるので

ある。 そして天父と御子 によ り親 しみ，す

ばらしい救いの計画 についてもっと詳 しく

知 ることが許 されるのである。実 に救いの

計画は，私 たちと世の人々に与 えられたも

のであ り，それを受け入れることによって
まつた

神 の王国 に引き上 げられ，王国の完 きを受

けた神 の娘，息子となることがで．きるので

ある。

私 は皆 さんに証 したい。モルモン経 は真

聖徒 の道／１９８４年 １１月号

ジョセフ・フィτルディング・スミス

実である。 ジョセブ ・ス ミスは，遣わされ

たみ使 いを通 して神 のみ手からモルモン経

を受 け取った１その同じみ使いが，この世

にある間にその記録を書 き終 え， この時満

ちたる神権時代にそれが世 に現われるよう，

みずからの手で隠したことを皆さんに証す

る。」 （「インプルーブメント・エ ラ」１９６１年

１２月号，ｐｐ．９２５－２６）

ハロル ド・Ｂ・リー

「今 日
，大勢の人々が世 の哲学と聖書の

聖句を混同 し，聖句の真の意味 を見失って

お り，聖書の品位 を落 としている。そのよ

うな中で， ご自分 の子供 たちの霊の幸福を

絶 えず心 にかけておられる永遠の父が，予

言者たちによって主が教 えられた通 りに記

され，語 られた聖書 の真実性を支持するも

のとして，私 たちにモルモン経 という聖典

を与 えてくださっていることは，何 と恵ま

れたことであろうか。 このもうひとつの証

によって，私 たちは古代の予言者の教 えの

意味 や，この世 にあって人々に教えておら

１５．
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ハ ロル ド ・Ｂ ・リー

れた主や弟子たちの教えの意味 を．より明確

に知 ることができるに違 いない。モルモ ン

経 は，真理 を心か ら求めてやまないすべて

の人々に， このふたつの聖典 をひとつに合

わせ， １冊の書物 として学ばせてくれるは

ずである。 そうするときに，私 たち と同様

に彼 らもこのふたつの書物の真 の関係 を理

解するのである。」（「あなたがたは世 の光で

ある」ｐｐ．８９－９１）

スペンサー ・Ｗ・キンボール

「すばらしい経験についてお話 させてい

ただきたい。ある週末，責任のために出か

けていたときのことである。私 はある １冊

の特別な書物 を携 えていた。常に肌身離 さ

ず持 ち歩 いていた本である。 その本から目

をそらすのは，寝 るときか食事 をするとき，

または電車を乗 り換えるときぐらいなもの

であった。私 はこの書物の どうしようもな

いほどの魅力に， また感動的なまでのおも

しろさに魅了され， とりことなった。そし

１６

ス ペ ンサ ー ・Ｗ ・キ ンボ ー ル

て何度 も何度 も読み返 した。読 み終 えて本

を閉 じ，深 く椅子に腰 をおろしていると，

書いてあったことがほうふつとよみがえり，

物語 の中に引 き込 まれて しまう。私 はどの

ページに もすっかり心 を奪われてしまった。

私 にはこの書物 が真実であるとはっきりわ

かった。・・…書 かれているのは神のみ言葉

であ り，１キ リス トを証す るもうひとつの力

強い証である。 ……そして最後 の章には，

この書物を誠心誠意でしかもそれが神 から

与 えられたものかどうかを祈 りの気持 ちで

．読むならば，必ず確信が得 られるという，

決 して破 られることのない約束がなされて

いる。……愛する友 よ，私 はあなた方にこ

の書物，すなわちモルモン経 を贈 りたい。

そして，祈 りの気持ちでこの書物 を読 み，

熱心 に研究 し，真実かどうかの証 を自分で

得 られるように願 っている。」（「インプルー

ブメ ント ・エラ」１９６３年 ６月号，ｐｐ．４９０，

４９３，４９５）
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餓
のロー リーが友達の家へ泊 まりがけ

で遊びに行 ったことがあ ります。寝

る支度をしているときに，彼女 はその 日忘

れていたことを突然思 い出 して，「あっ，

きょうはまだ聖典 を読んで いないわ」 と言

いました。ふたりの友達 も読 んでいなかっ

たので， １冊 モルモン経 を借 りて一緒に読

みました。聖典を読むことがこのような家

族 の日課 になったのは，つい先頃のことで

す。聖典の勉強に関 しては，我が家 も教会

のほとんとの家族 とそう変 わらない状 態

だったと思 います。聖典を勉強 しなければ

ならないことは承知 していました。勉強 し

たいと思っていました。 しか し，やってみ

て もあまり続 きませんで した。 そこでつい

に，聖典 を読 む習慣 をつけようと，家族 で

一大決心 をしたのです
。 その 目標を目指 し

て，私 たちのステーキ部 の日曜学校会長 の

カーベル ・ホワイティング兄弟が勧めてい

る方法をとることにしました。

簡単 な方法です。毎 日何 かしら読むのを

習慣 にすることを，ます第一の 目標にする

聖徒の道／ １９８４年 ｌｌ月号

のです。心構 えを持つこと，聖典 を意識の

中に置 くことが大切なのです。毎 日どれだ

け読 まなければならないとか，このような

読み方 をしなさいとかはいっさい言われま

せん。たとえどんなに少 しで も， とにかく

毎 日聖典 を読んで， ほんの １節で も読めた

日がどれだけ続 いたか記録 をつけるように

勧 められました。

私たちはこの簡単 な方法 を実行 して， 日

に数節 とかあるいは１０ペー ジとか読みまし

た。 １章 １章読み進んだ り， テーマに従っ

て読んだりしました。この時間を使って，

日曜学校 の レッスンの参照聖句を読むこと

もあ りました。何章 も続けて読みながらと

きどき別の聖典 に移 ったり，特定のテーマ

に的をしぼった り，読 み方はいろいろでし

た。

次 に ２番 目の 目標 と して， １日に １章

（または３０分， あるいは５ページ）読むこ

とにしました。 この第 ２目標がもし果たぜ

ない日があっても， １節でも読 んでいる限

り毎 日聖典を読む習慣は続 いているわけで，
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その点では依然成功 と言 えます。

続 いた日数 を記録 することは，動機 づけ

にも励みにもなって役 に立ちました。１０日，

１カ月， ２カ月，半年， １年 というように

目標 を立てると区切 りになり，我が家では

その ときに表彰 した り賞品を出した りしま

した。 その頻度やほめる方法は年齢 によっ

て様々だと思います。たとえば我が家の子

供はまだ比較的小 さいので，下 の子供たち

には１０日ごとにささやかなほうびを与 えま

した。

この計画のおかげで，重 い腰が上が りま

した。この方法を用いた初 めの ２年間に，

家族がそろって読むのを休 んだ 日はたった

２日でした。 １年以上続 いたのは ３人で，

最高は長男の トミーが４４６日の記録 を作 り

ました。 ８歳 から９歳にかけての年 でした。

上のロー リーと トミーはこれまでにモルモ

ン経，高価なる真珠，創世記 を読みあげ，

新約聖書に進 んでいます。

意図するところは， もちろん毎 日聖典 に

触れる習慣 をつけることです。 その習慣を

身につけるための方法が別 に重要なわけで

はありません。大事 なのは，聖典が 日常生

活に欠かせないものだという認識 を培 うこ

とです。

聖典を毎 日読んでいる私 たちやほかの家

族は，主のみ言葉が生活 に力強い影響 を及

ぼすことを知 りました。最初 に気づいた変

化 は，聖典やそのほかの霊的 な事柄が生活

の中で優先 され始 めた という．事実 です。 そ

れらについて以前よりよく考 えるようにな

り，霊的な事柄か ら離れているともの足 り

ない気が しました。決 まったスケジュール

を変更してで も聖典 を読 む時間を取 ったほ

．どです。ある日，妻 のジーンと子供 たちが

夕方職場がひけた私 と落ち合 っで，近 くの

／＼

１８

町の友人 を訪ね ることになりました。子供

たちは帰宅するまでに眠 って しまうかもし

れないというので，聖典 を車に持ち込み，

途 中で読 みました。

家庭で聖典 を優先 することは，小 さい子

供たちにも影響 を与 えました。 どんなに幼

くても家族のほとん どが聖典 を読む ことに

参加 できたのです。毎 日聖典 を読む計画 を

始めたとき， ２番 目の娘のシェリーはまだ

５歳で，息子のデビッドとリチャー ドは ３

歳 と １歳半で した。だれ も読めないので，

上の子供たちに聖典物語の本 を読 んでやる

ように頼みました。 シェ リーが読 めるよう

になってか らは，彼女が弟たちに喜んで読

んでやっていました。こうして我が家の子

供 たちは，弟 や妹 に聖典 の物語を読 んであ

げなが ら成長 しました。

ある晩， ジーンと私が教会 の別々の仕事

でふたりとも外出 しました。私 は早 く帰っ

て子供 と一緒に読む時間は取 れるだろうと

思っていたのですが，予定 より集会 が長び

いてしま、い，帰宅時刻が ９時 にな りました。

子供 たちの就寝時刻 はとっくに過 ぎていま

した。 ジーンはすでに帰 って いて，子供 は

皆眠っていました。「聖典 は読めなかっただ

ろう」と聞 くと，「いいえ，ロー リーと トミー

（このときは１０歳 と８歳で した） が，私 が

帰 る前にみんなを集めて読んだのよ」 とい

う返事 でした。子供たちが 自分たちか らそ

のようなことをしたのは初めての ことでし

た。

私たちのウ」 ド部の シュール夫妻 は，家

族 で毎 白聖典 を読 むことの成果 を力説 しま

した。長男めスティープンはすで にモルモ

．ン経 を読 み終 えましたし，．娘 さんのキムは，

普通 に聖典 を読 み進 む代 わ りに関心 ある

テーマごとに聖句 を拾 い読 みしました。特



聖典を毎日読んでいる私

たちやほかの家族は，主

のみ言葉が生活に力強い

影響を及ぼすことを知り

ました。
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に再降臨．のテーマは興味深かったそうです。

スミス家では，以前から家族 で聖典 を読

むのがならわ しになっていて，標準聖典 は

みな読み終 えていました。 しかし毎 日読 む

という目標を立 ててからは，週 に５日が ７

日に増 え，子供 たちが読 むのを前 より楽 し

みにするようになりました。親 に言われて

するのではな く， 自分たちか ら進んで読 む

ようになったとのことです。娘 さんのジ ョ

デ ィーはもう １年以上続 けています６

あるワー ド部 で若 い女性 のキ ャンプ が

笛日聖典を読むと知識が増すととも

に，ほとんどの人は，個人としても

家族全体としても気持ちがみたまに

近くなります。

２０．

あったときの ことです。就寝 まぎわ になっ

て無念．そうな声が聞 こえました。「ああ，残

念。 きょうは聖典読 むの を忘れちゃった。」

するど別の声が 「そうだ，私 も」と続き，

ほかに何人もの声が しました。だれ も聖典

を持 うて来ていなか ったため， リーダーと

若 い女性たちは，聖典 から自分の好 きな物

語 を皆 に話 して聞かせました。思 い出に残

る経験で した。

毎 日聖典 を読むと知識が増 すとともに，

ほとんどの人 は，個 人としても家族全体 と

レて も気 持 ちが みた まに近 くな ります。

ディー．ン ・クレバ リー兄弟の家族 が，ある

晩子供 たちと福 音書 を読 んでいると， ７歳

の りベカが 「私，‘今 とって もいい気持ちが

する」と言いました。家族で，そのときみ

たまが共 におられる．ことについて話 し合 う

と，ほかの子供たちも， 自分 もみたまに近

い気持 ちがすると言 いました。

．ワー ド部のある家族は，毎 日家族 で聖典

を読むおかげで，家族 の祈 りを始める気 に

な り，家庭 の夕べも毎週 するようになった

と言 っています。 みたまの働 きをよく感 じ

るようにな り，神 と自分 との関係を前 より

意識するようになったと言 う人が大勢い ま

す。

家族そろって毎 日聖典 を読 むと，家庭 に

一致 と調和が増すと言 う人 も多く
，．問題 の

解決や福音の勉強にっいて貴重な機会 にも

恵まれます。

家族 で読めば原則 を自分たちの生活 に応

用で．き， それによって，愛 と調和の精神 で

有意義な家族 の話 し合いがで きるようにな

．ります。福音 の原則 や聖典の物語が夕食の

話題 によく上 がります。

毎 日数節でも読 むことで， その人の生活

に大 きな祝福 がもたらされるのです。 この
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計画 を教 えたカーベル ・ホワイティング兄

弟 は，「毎 日聖典 を勉強した直接の成果 とい

うと， 自分 が根本 から大 きく変わったこと

です。 これは初めての経験です」 と語 って

います。毎 日聖典 を読むこと，．つ まり毎 日

主のみ言葉を味わうことは，力強い影響 力

を持つ充実 した経験であ り，聖霊を私 たち

の 日常生活 に迎 える力なのです。

＊ブルース ・Ｔ ・ハーバー ：５児の父，教

会伝 道管理部伝 道資材部 長。 ソル トレー

ク・バ トラー・ウェス トステーキ部バ トラ「

第１８ワー ド部 の福音の教義 クラス教師
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感 謝 祭 に祈 るんだ けど… …
’ジョン・スワンソン 訳・石森茂幸

（仙台ステーキ部郡山支部）

今 祈 リたいことがた くさんあ って

何か ら祈 ったらいいのかわからない くらい。

心にあふれる盛謝の思いを

どう表現 したらいいのか しら。

大好 きな家族 のことから始めならいいの ？

それとも 愛 ？ 喜び ？

輝 く太陽の光 ？

平和 ？ 健康 ？

それ とも 幸福なことか しら １
．すてきなお うち

。

空を飛ぶ鳥。

それとも 夜空 にきらめ くた くさんの星 ？

天にいらっしゃいます愛するお父様。

これ らすぺてのものに

そ して 口に出 して言えない

もっともっとたくさんのことに

心か ら感謝いたします。

ても お父様。

一番感謝 しているのはお父様です。

お父様はいつも

そばにいて くださるのですもの。
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●本誌の解答は問題解決の一助として与え

られたものであり，教会の教義を公式に宣

言するものではありません。
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‘ 璽

１ 私は教会は真実だと思 います。 饗

１ しかしときどき疑うことがあります． １
彦 ど う し た ら 確 信 を 持 て る で し ょ う か 。 １

； 璽
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解答者

ジョージ・Ｄ・ダラント

（ソルトレーク・マウン

トオリンパスステーキ

部，マウントオリンパ

ス第３ワード部監督）

コ

なたの質問 はあらゆる質問の中でも

あ 最 も重要なものだと思 います。 しか
も答えを見いだしたいという心からの願 い

が伝わってきます。 この神聖 な問題につい

て討論する際 に， まず私が したいことは，

あなたを愛 して いる と告 げ ることです。

ジョセブ・ス ミスは予言者であ り，イエス・

キリス トは願 い主であること，そ して末 日

聖徒 イエス ・キリス ト教会は主の聖なる教

会であること，これ らを人の霊に啓示 する

ことのできる霊的 な経験を討論 し，理解す

るには，愛 と真理のみたまによる以外 にな

２２

いか らです。

アルマは真理を知るための公式 を教 えて

います。 （アルマ３２：２８－４３参照）主のみ言

葉のほんの一部でも，心の中に受 け入れる

ほどに信 じることができれば，そのみ言葉

が真実 かどうかを実際 に試 して決 めること

がで きると言 っています。

心の中でこの種の試 しをすることを， ア

ルマは種を蒔 くことになぞ らえています。

もしもその種が善 い種 であって，私たちが

不信心 の心でこの種を抜 き取 った り，主の

みたまに逆 らった りするこ．とがなければ，

種 は次第 に胸 の中でふくれ始 め， それが善

い種であることがわか ります。（アルマ３２：

２８参照）

．言い替 えれば，教義 について深 く考 える

こと，誓約 を守ること，態度 を変 えること，

奉仕をすること， これ らが心 の中に種 を蒔

くことなのです。 これをした後で成長 や満

足や喜 びを感ずるなら，善い種であったこ

とがわかるのです。 さらに種 が成長するに

つれて，私 たちの思いや行ないが善である

ことがわか ります。 この小 さな木 を養 い育

てるならば， やがて大きくなって霊的な飢

えを満 たす甘 い実 を結 び，渇 いた霊 をうる

おす水 ともな ります。

あなたの質問に対する解答 としてはアル

マの教 え以上 のものはないと思います。 こ

れは私 の経験ですが，彼が説教 したことは

まさにその通 りに実現 するのです。

人はだれ しも霊的な春の始 まりを迎 える

ときがあるものです。なすべきことをなし，

変 わるべき方向に変わ り，期待 されている

奉仕を行なうことで永遠の大 いなる種 を蒔

き，やがてその種 がふ くらみ，生長 し， そ

■

へ



１

の存在 を否定 し得 ないほど善 い実 となって

私 たちの霊 を満 たすのです。やがてほとん

ど気づかないほどかすかでゆるやかな春 の

訪れとともに， 自分 に知識があること， ま

たその知識 は見 いだ したばかりで完全な理

解ではないことを知 るのです。 それから研

究 と奉仕 と祈 りによってかよわい木を養い

育て，教訓 に教訓，規則に規則 （イザヤ２８：

１０参照）を加 えられ， それから打 ち消 しが

たいほど強い証 を得 て豊かな実 りが もたら

され ます。

青年時代 を通 じて，私 は霊的な土壌を耕

して きました。心の中に祈 りの種 を蒔き，

神が存在することと祈 りに答 えてくださる

という知識が生長 するのを実感 してきまし

た。ホームティーチングや教会のほかの責

任 を果たすことで奉仕の種を蒔 き， その種

聖徒 の道／ １９８４年 １１月号

が次第にふくらむのを感 じてきました。そ

してそのことか ら同胞への奉仕 がすなわち

神 への奉仕 であることを知 ったのです。ま

た什分の一 を納めることによ り１ 天の窓が

開かれる喜 びを味わ ってきたのです。（マラ

キ ３：１０参照）

このほかにも様々な考 えや思い，決意が

あって，以前 にも増 して強い種 を蒔 くこと

になりました。伝道の召 しを受けたのです。

主が私 に伝道の業 に仕 えるよう望 まれて

いることを監督か ら告げられると，監督の

部屋 を後 にして仕事場に直行 し，伝道に出

る旨を上司に告 げま した。「それはいい。す

ば らしい訓練ですよ。帰って くるときには

きっと自分の意見を もっとはっきり言える

ようになるで しょうし， もっと自信 をつけ

て くるはずです。」上 司はさらにこう，も言い

２３
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ました。「教会をしょって立 って，福音が真

実であると知 っ．ているなんて言 わないこと

ですよ。わかるわけないんですからね。そ

んなこと言 う人 はうそつきですよ。真実だ

なんてわか りっこないんだから。」そのとき．

は教会が真実であることを知っていると言

えず， ただ真実であると思 っているとだけ

言いました。

宣教師として英国に赴任 して ２カ月ほど

してから，最 も豊かな収穫 のときがやって

来ました。初 めの数週間はさっぱりで，ホー

ムシックにかか り気がめいっていました。

そんなときで も， よい宣教師になりたいと

いう強い望 みだけは持 っていました。私 は

ハル地区 にいる別 の教会 の宣教 師 ７人 に

ジョセブ ・ス ミスの話 を聞かせ．る割．り当て

を受けました。私 は，熱心 に祈 りの気持 ち

で準備 し，心の中にこれ まで蒔いて きたこ

とを述べました。私のメッセー ジは最初言

葉だけでしたが， それから何かが起 こった

のです。言葉 に尽 くせないほどの喜びに霊

が満 たされ，胸の高鳴 るのを感 じました。

心の中に聖 なる森 と．ジョセブ ・スミスが見

えました。 ジョセブが父なる神 と御子イエ

ス ・キリス トに会われるところも見 えまし

た。そして， それが善 いことであって真実

であるなんて考えませんで した。知 ってい

るのですから。伝道か ら帰ると，以前の上

司の前ではっきりと，教会 が真実 であるこ

とを知っていると告 げました。 そうしなけ

れ．ば，私の中に実 った非常 にはっき りとし

た収穫を否定す ることになったで しょう。

あなたの経験は私 とは違 った経緯 をとる

かもしれません。 それでも結果 は同じだと

思います。

２４

子供の ときか ら教会 が真実であることを

知 っている人 もいます。その人たちは常 に

霊的な証を持 っているので， このことが問

題 にはならないのです。私 たちも皆そうあ

りたいものです。 しかし彼 らも霊的な．春，

すなわち新 しく種 を蒔 く時を迎えます。 も

し蒔かなければ，実は結ばないのです。 イ

エス ・キリズ トは私たちに種 を蒔くように

と，次のようにチャレンジしています。「神

のみ こころを行 おうと思 う者であれば， だ

れで も，わたしの語 っているこの教が神か

らの ものか， それとも，わたし自身 」々ら出

たものか， わかるであろう。」（ヨハネ ７ ：

１７）

キンボール大管長 は 「Ｄｏｉｔ （実行）」 と

いう言葉で種 を蒔 くように勧告 しています。

伝道 に行 き，神殿で結婚 し，什分 の一を納

めて くだ．さい。同胞 を愛 し，正直であ り，

よきものをたずね求め，不正 を働 かず，現

在や っていることで も正 しくないとか進歩

を妨げるとかわかっていたらやめてくださ

い。私 たちは教会が真実であることを今完

全 に知 る必要 はあ りませんが， その望 みは

持 つべきです。ベンジャミン王の説教を聞

いたニーファイ人のようになって，「悪を行

う性質 をなくして常 に善 を行 う」（モーサヤ

５：２） ことです。

伝道に出 る前 と出たばかりの頃の私 は，

教会が真実であることを知 りたいと願 って

いました。 しかし最大の関心事 ではありま

せんで した。私 にとって大 きな課題 は，よ

い宣教 師にな りたいという熱烈 な願 いで し

た。 その目標 に向かって努力 しなが ら，直

接的 というより．は間接的に，教会が真実で

あることを知 るようになったのです。



初めての伝道から何年 も経て伝道部長 と

して働 いているときに，ひとりの長老が私

の所に来て，教会が真実であることがわか

らないと言いました。彼は家 に戻 りたいと

思 っていました。私 は帰 らないように説得

．して彼 に言いました。「『家 に帰 りたい』 と

そればか り考えていたら，決 して教会が真

実であることなんかわか りませんよ。 そん

な信仰のないことでは，答 えを与えてくれ

るはずの種 を心か ら追い出していることに

な ります。あなたがまず口にすることは，

『私 はとどまろう。教会 が真実か どうかは

問題ではない。 とどまろう』ですよ。」つま

り私 は彼 に，．心 に蒔 く種 はとどまって仕 え

る という誓約 の種 であって，結ぶ実 は証 と

聖徒 の道／１９８４年 １１月号

いう甘 い実 だと話 したのです。

「どうしたら確信を持つことができるで

しょうか」という質問 に対 する答 えは簡単

です。み業 に全身で飛 び込 むことです。教

会が真実だ ろうかと考 えている事実は，少

なくともつま先 を水 に入れている証拠です。

確信 を持 つには，飛び込まなければなりま

せん。やる前 に福 音が真実であるかどうか

知 りたいと思 っている人 もいます。無駄な

ことに骨を折 りたくないと思 っているので

す。 しかし私 はまずやってみてそれか ら知

りました。求 めている答 えを得 るには， あ

なたも同じようにすべ きではないでしょう

か。

「それはもう全部や ってみました」と答

２５
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えるのなら，私 はこう言い ます。「もっと

やってみてください．。」ほかに方法 はあ りま

せん。全力で飛 び込 んで， それが正 しいか

どうかを主 に尋ねてください。真理 を学ぶ

のに努力 してください。「座 りこんで」主 に

証 を求 めるようなことはしないで ください。

そうではなく，「やってみて」，主 に証 を願
かま

い求めるのです。あなたの鎌 に信頼を寄せ

れば，霊の麦の刈 り入れがわかるで しょう。

（教義 と聖約 ４ ：４参照）刈 り入れを始め

る前 に麦が現われ ることを期待 しないでく

ださい。．信仰を持 ち， いつも信 じていて く

ださい。

あせらずに，教会が真実であるという霊

的な探求を して ください。 それは小 さな苗

に手 をかけて大きくするのに似 ています。

自然にしか も確実 に育 ててください。険 し

い道 を登 らずに山の頂上にたどり着 こうな

どと思わないことです。人生 は織物のよう

なものです。 日常生活 という糸を織 らない

で，ただ座 って霊性を織ることはできませ

ん。自分の道か らそれたり，果てしなく長

い祈 りを捧げたりする必要 はありません。

また，奉仕 プロジェク トを求めて遠い所 に

旅をする必要 もあ りません。進みなが ら祈

り，進みながら奉仕 し， どうしたら自分 を

向上させることができるかを知 り，世 界の

どこに行 こうとそこを幸せな場 とすること

ができるように心 を向けることです。霊的

な種が生長する温 かい土壌 を作るのは，両

親や知人たちといかにつき合 い，いかに奉

仕するかにかか っています。

人生 を前向きに歩んでください。前が見

えるように， しかし助 けを必要 としている

人が見 えなくならない程度 に，頭を高 く上

２６

げてください。 しば しば祈 ってください。

そして感謝 と献身の言葉 に加 えて，あなた

の疑問や望みに対する霊的 な確認が得 られ

る．よう願って ください。いつ も心 を祈 りの

気持 ちで満 たしましょう。

奉仕 し，愛 し，研究 し，祈ることを決意

してください。神 はあなたの傍 らに来 て，

あなたに触れ られ ることでしょう。また聖

霊；はあなたの霊 に，イエスがキ リス トであ ．

り，ジ ョセブ ・ス ミスが天父 とイエスにま

みえたこと，モルモ ン経が真実であること，

福音が回復 されたことを証するでしょう。

そしてあなたは， イエスにより罪 を贈 われ，

．回復 された主の教会 の神権 によ り執行 され

る聖なる儀式を通 して清められ， 日の光栄

の王国 に入 ることができることを知るので

す。

簡単 なことです。確 かに簡単です。．必要

以上にむずかしくとらえていると，常 に学

んではいても，いつになっても真理の知識

に達することはできないで しょう。（ＩＩテモ

テ ３ ：７参照）簡単ではあって も，完全な

る努力を要 するところにむずか しさがあ り

ます。 多く与え られるところには多く求め

られるのです。

主の道に飛び込 んでください。種を蒔 い

て養い育ててください。 そうすればいつの

日か遠 からず真理 を知 り，天父なる神 が自

分 に対 して何 を望 んでおられるかを自由に

知 ることができるようにな り， しかもその

通 りの人物 になることがで きるのです。 あ

なたの質問に対する答 えは， まさしく永遠

の未来 の扉 を開ける鍵 です。 あなたが求 め

ているのはまさしく高価なる真珠 であつて，

あなたの持 ち物すべてに匹敵す るものです。
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解答者

Ｈ・ケント・ラップリー

（アリゾナ州テンピ，

セミナリー教師）

一 ム テ ィ ー チ ャー の 同 僚 と な る ア ロ

ホ ン神権者 が十分 に教育されていれば，
成長 するとともにホームティーチングに期

待を寄せるはずです。 そのためには，経験

豊かなメルケゼデク神権者が若 い同僚を助

けて， ホームテ ィーチング ・プログラムの

中で効果的で大切な役割を果たせるように

すべ きです。

下記 にあげる提案は， アロン神権者に積

極的な参加 を促 して成長 を助けるものです。

若 い同僚 を助 ける過程で，担当の家族 との

・． 湖 ．｝

が 口

需

轍
慧

斬

灘

羅
騰 鰹

．鱒 華

覆

羅 ・Ｌ
卵．

、、。灘 懸 ．



☆質疑応答

関係 も大 いに改善 されるのを実感 できると

思います。

１．後輩の同僚 にメ ッセージの一部 を伝

えるように頼むこと。もちろん，「聖徒の道」

を渡 して 「君が今度メ ッセージを伝える番

だよ」と言うだけではいけません。あなた

も一緒に参加 し，協力 してメッセー ジを伝

えることです。すべてが同じという家族は

ないのですから，各々の状況 にあてはめて

メッセージを伝 える方法を話 し合 います。

それから伝 える際 に主の助 けを求めてくだ

さい。

２．後輩の同僚に家族 の誕生 日や特別な

出来事，たとえばバプ テスマ，祝 日，卒業，

記念 日などを調べてその機会 を逃 さないよ

．うに．責 任 を与 え る．こ と。 カー ドや パー

テ ィー，・高価 すぎない贈 り物 など，、方法は

限 りがないと思います。 ふた りで誕生 日の

子供を公園やスポーツの試合，映画な どに

連れて行 く方法 もあります。片親 や年配 の

方々にとっては，特別 な問題 のときにあな

た方の援助を約束 する回数券 なども効果的

かもしれません。

３．特別な場合 だけが担当家族 を助 ける

ときでないこζは当然です。．どう．やったら

有意義な助けになるかを同僚 に教えてくだ

さい。たとえば未亡入や片親家庭では， 自

分たちではできな．い庭仕事や簡単 な家４）修

理にお金 を使 うべ．きではあ りません。 ホー

ムティーチャーも「緒 に庭の雑草 を．球いた

り，壊れた所を修理 した りすることがで き

ます。もっと大 きな仕事 でしたら，後輩同

、僚 は所属の神権定貫会を使 って奉仕活動 を

することもで きます。

４．多 くの若い男性は家で弟，や妹 の世話

．２８

をする訓練を受けています。 もし担当家族

に小 さな子供がいたら，両親が神殿に参入

する間，あるいは系図や伝道活動 をする間

に，後輩同僚が子供の世話を申し出ること

もできます。 （もちろん無報酬 です）この種

のことは，家族 が定期的に神殿に参入 する

ときなど，毎月で．も可能です。

５．後 輩同僚が 自分の才能や趣味を使っ

て担当家族 を助 けるよう励 ます。木工が好

きなら，家族を助けて家具作 りもできます。

またスポーツや音楽 や芸術が趣味なら，子

供たちの技術 や才能 をみがいて， 自信 を持

たせるという方法 もあります。
いや

６．担当家族のひとりに病 を癒 す儀式を

施 すように依頼 されたら， ときには後輩同

僚 を呼んで一緒 に連れて行 くとよいで しょ．

う。同僚がアロン神権者 の場合は実際に儀

式を施 すことはできませんが，適切であれ
かん ゆ

ば灌油の儀式の前 に祈 りを捧 げることがで

きます。ほかの人の信仰 と祈 りを目のあた

りにし， さらに自分 自身の信仰をも強める

すばらしい機会 を通 して多くのことを学ぶ

でしょう。（た．だ し，何 をしてほしいか事前

によく話 しておく．ようにしてください）担

当家族， もしくは家族のひとりが特別 に必

．要 とレでいるどきに， あなたと共 に断食 と

祈 りを捧げることで，同僚 は霊的 に大 きな

成長 を遂 げることで しょう。

７．訪問する家族 の子供たちにとって，

後輩同僚 の模範がいかに重要 であるかを理

解させること。正 しい服装の標準を守 り，

同世代の流行 や諸々のプ レッシャーを避 け，

．声・さわ レい映画や娯楽を選ぶととで得 られ

．１る．祝福 を，外見や行動を通 して子供 たちに

教 えるζとが できるのです。
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権会 の開会行事の とき， アロン神権

紳 の獅 ちにホームテ。一歩。グの

新 しい先輩 同僚 が割 り当てられるという発

表が監督からあ りました。私 は， そんな割

り当ての変更 につきものの静かな興奮 を胸

に，だれが自分 の同僚 になるだろうと考え

なが ら礼拝堂 を出ました。廊下 を歩 きなが

ら，若 くて元気な長老 と組 めた らいいと思

いました。廊下わきの空いている教室の中

を見ては，召しに熱心な霊的で力強い兄弟

と一緒に働 くのを想像 しました。廊下 の突

き当た りが扶助協会室で，そこは大祭 司の

集まる部屋でした。

その横 にある階段 を昇 るときに，部屋 の

中をちらっとのぞくと，す り切れそうなグ

レーの背広を着た年取った兄弟が腰 かけて

いるのが見えました。彼 は指 を組み，思 い

にふける様子でぽつんと座っていました。
めが ね

丸い縁の眼鏡 をかけて， しみの目立 つ沈 ん

だ顔色をしていました。 その兄弟は前に見

たことがありましたが，名前は知 りません

で した。一瞬，私 には彼 が同僚 になってほ

しくない人の代表のように感 じられました。

聖徒の道／ １９８４年 １１月号

灘蟹灘灘

どうか，彼 とは一緒になりませんようにと

心でつぶやきました。年 を取 りすぎていま

す。

２階で，教師定員会 のア ドバイザーが，

私の同僚 はオ リバー ・ジ ョンソン兄弟だと

教 えてくれました。名前 を聞いても何 もわ

か りませんでしたが，説明によるとその人

は年配の大祭司で，丸 い眼鏡 をかけ，グレー
ようほう

の背広を着てくることが多く，養蜂の仕事

をしているとのことで した。 それならば彼

です。つい今 しがた階下で見かけたあの兄

弟 です。私 はひどくがっか りしました。さっ

き彼 についてあのようなことを考 えたから

だと自分 に言い聞かせてみても，不満は軽

くな りませんでした。む しろ，活発で若い，

知 っているだれかであったらよいのにとい

う気持ちが前より強くな りました。

私 は良い同僚 にな りたいと思 いましたが，

それで も，話すのも歩 くのもゆっぐりな年

２９



取 った兄弟の同僚 という割 り当てを喜タ気

持ちになれませんで したｂ特 にその兄弟 の

運転 が気 にさわったのを覚 えています。私

は待望の運転免許証が もうじき取得できる

というときで， 自分 より上手 な ドライバー

はいないと思 い込 んでいました』同僚 とし

て出かけた初 めてのときに， ジョンソン兄

弟は２０年 も乗 っている古 い車 を運転 して来

ました。 その旧式な車で，制限速度 より確

実 に遅いスピー ドの運転で した。またジョ

ンソン兄弟は，のんびりと落 ち着いた運転

に加 えて， じっくりゆったり話を しました。

たぶん，血気 さかんな私のイライラやいや

気 を感 じちれたことで しょう。

しかし，ふたりで毎月担当家族を訪問す

るうちに，グ レーの背広 を着 て古ぼけた帽

子 をかぶったこの人の力は，経験であるこ

とが私 にわかってきたのです。 ジョンソン

兄弟は，夫婦 で召された伝道 について話 レ

てくださいました。（この伝道 中に奥 さんが

亡 くなったのですが，それで も兄弟 は，埋

葬 をすませてすぐ伝道に戻 ったそうです）
みつばち

インディアンが通る道や蜜蜂や，私 には別

の時代 と思 える人々についていろいろ話 し

てくださいました。

話をするにつれ，私の批判的な気持 ちは

しだいに消 えていきました。遅 い運転 にも

イライラしなくなりました。それだけ話す

時間が長 く持てるのです。古い自動車，お

か しい眼鏡， よれ よれ帽子 にガラスの欠け

た懐中時計，それが少 しも気にならなくな

りま した。 ジョンソン兄弟 は若返 ったよう

で した。彼の長年の経験が私 の心 に流れ込

み，その分私 が いく らか年 を取ったので

しよう。．

いろいろ聞いた話 の中で一番興味 を引か

れたのは，養蜂の仕事の話で した。初夏の
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ある日， ジョンソン兄弟か ら電話 があって，

これか ら蜂の様子 を見に谷 へ行 くというの

でした。私 も行かないかと誘 われました。

峡谷を車でゆっくり登 る間， ジ ョンソン兄

弟は養蜂 を始 めたいきさつや，蜂 にたっぷ

り蜜を作 らせる方法 を話 してくださいまし

た。舗装道路が終 わって，土 ぼこりの舞 う

でこぼこ道 に入 り， ときどき小川 も越えま

した。何度か車 を降 りて羊の囲い場の門を

開 け， ジョンソン兄弟の車を通 して門を閉

じてから， また車に乗って先 へ進 みました。

ようやく巣箱のある場所に到着 しました。

ジョンソン兄弟が蜂 よけの古 いおおいを貸

してくださいました。顔 を保護するために

つばからメッシュの布が垂れ下がった帽子

で した。兄弟に言われて着て きた長袖 シャ

ツの袖 口のボタンがしっか りはまっている

か見直すように言われ， それから手首 を締

めるゴムバン ドをもらいました。 ズボンの

すそはくつ下の中 に入れなさいと言われま

した。 ジョンソン兄弟 は自分 もその支度を

しながら，もし蜂が袖やズボンに入 り込ん

だ ら，出 られなくなって恐怖心から刺すの

だと説明 してくださいました。彼が手袋を

しないのは驚 きでした。 ジョンソン兄弟が

蜂を扱うための発煙筒 を用意 している間，

蜂 にはよく刺 され るのか尋ねてみました。

「ああ
， しょっちゅうだ。怖がらせたり，

知 らない人なんかにはね。 ボサーッとして

てもやられ るよ。パニ ックの ときも刺 す

ね。」ジョンソン兄弟はそう言 いなが ら私 を

見 ました。おおいの下 から，明るく輝 いて

いる目と，言 っていることを十分承知 した

人のニヤッという笑いが見てとれました。

ジョンソン兄弟はゆっくりと手順良 く気 を

つけて，巣箱のふたを持ち上げ，蜂 をリラッ

クスさせるために煙を入れました。体 にと

３２

まるもの，むき出しの手 をはうもの，頭 の

まわりをブ ンブン興奮 したように飛び回る

もの。．でも兄弟はおじけず平気で した。私

は離れた安全 な場所で見ていました。蜂 に

とまられて刺 される危険 にあうのはごめん

だったからです。

蜜蜂は良いもの，悪いものまちまちで，

どれが悪 くてなぜ蜜ができないのかをジョ

ンソン兄弟がちゃんと見分け，処置 をする

のには感心 しました。その日は蜜 は何 もと

らなかったのですが， とれた ら私 に分けて

くれると約束 しました。ジ ョンソン兄弟 は，
みつろう

蜜 を含んだ蜂 の巣をかんで蜜蝋 を吐 き出し

て ごらんと言いま．した。 そうして 自分で苦

労 して味 わう蜂蜜 はただなめるよりもおい

しいと言いました。言われた ときはわから

なかったのですが，試 し．てみると， なるほ

どその通 りで した。

それから数年 して，伝道中の私 に，新聞

の切 り抜きが同封 された母か らの手紙が届

きました。切 り抜 きの トップには，私 に蜜

蜂のことや年配の人たちのことやほかにも

た くさんのことを親切 に教 えてくださった

彼の写真 が載 っていました。その死亡広告

にあるジョンソン兄弟の顔 は， よそよそし

く無表情でした。記憶 にある扶助協会室で

のあの顔 とまるで似 ていませんでしたし，

蜂 よけベールのかげから見たあの顔とは似

て も似つかないものでした。 もちろんパウ

ロのように 「死よ，おまえの勝利 は， どこ

にあるのか」 と言 うことはできます。 でも
あいせき

この紳士， この兄弟の死去 を聞いて，哀惜

の念にたえませんで した。 しか し，蜜蜂を

大事に養って得 られた蜜，自分も分けて も

らったまろやかな甘いあの蜂蜜と，蜂 の巣

をかんで味 わったあの蜜の味 を思 い出すと，

私の心 はいやされ，なごむのです。
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●任命

なたはこれ まで，雲 の上に昇って上

あ から雲 を見下ろしたことがあります
か。雲は下界からと上 からとでは違って見

えます。私 たちの見慣れているのは， うず

巻 くような積雲や軽やかな巻雲 や暗 く不気

味な乱雲です。また雲 は流れ，雲の天井の

間から時折青空をかいま見ることができま

す。

ところがその雲の上 に行 くと，様子は一

変 します。特 に海抜 １万 メー トル を飛 ぶ

ジェッ ト機 の窓からは壮観です。雲が山や

谷のように見 え，刻 々と．流れ るように姿 を
けいりゆう

簾製撚誉獣 う義謙
と上はただまっ青な空で，眼下 には雲 の影

が別の雲 に映 って います。

白い雲がときどき途切 れて，何千メー ト

ル も下の川やハイウエーが， 白い額縁 には

まってちらっと見 えます。灰色 や青 や赤の

町の屋根 と，黄色や緑や茶色の畑が対照的

で，子供がアー ト紙 の上に置いた幾何学模

様 のようです。

このように，雲の上では新たな展望が開

けてくるのです。

教会では毎年，監督会 がアロン神権 と若

い女性の指導者を大勢 「任命」しています。

任命 （ｓｅｔａｐａｒｔ）という言葉 を造 り出 し

た人は感ずるところがあったに違いあ りま

せん。ｓｅｔａｐａｒｔ（英語 では 「別 にする」 と

いう意味がある） されることは，雲 の上を

飛ぶのとよく似ているか らです。若 人の指

導者になると，．あなたはある．意味で世のほ

かの人たちか ら分けられます。物事 を違 う

目で見，違 った標準 で検討 し，行動 しなけ

ればならないのですｂ

福音回復の予言者，そ して指導者 となる

３４

ように選 ばれた少年 ジ ョセブ ・ス ミスは，

父なる神 の訪れを受 け，愛す る御子エホバ

を紹介 されたとき，今 ならば教師定員会会

．長の年齢で，世 から「分 けられ」（任命 され）

ました。そのとき主は，どの教会 にも加わ っ

てはならないとジ ョセブに言われ ました。

少年 のジョセブは，もはやそれまでの生活

に後戻 りはで きませんで した。前途 には指

導者としての新 しい道が敷 かれて いたので

す。危険な， 自己を捨 てた奉仕が要求 され

る道， しかし奉仕する人々か らは素直 な愛

と忠誠 が もたら され る道 で した。ジ ョセ

ブ ・ス ミスは人々 を導 くべく永遠 に 「分 け

られ」 たのです。彼 は人生 と同胞 に対 して，

新たな高い展望 を得 たのでした。

指導者の召 しはあなたに変わることを要

求 します し，その機会 も提供 され ます。今

までの仲 間は今 やあなたが霊的に責任 を負

わなければならない人たちですし， それ ま

ではただ参加 していた活動が， これからは

あなたが 自分 で計画 し，組織 しなければな

らないものとなるのです。 ア ドバイザーや

監督会は，今 はあなたの同僚 です。これか

らは発表 を聞 く側ではな く，発表する側 で

す。 あなたは，指導者 らしく行動するよう

に指導者 の召 しに 「分け，任 じられた」、の

です。 ・

今 の召 しを受 ける前 に， きっと何 も予告

はなかったと思 います。まだ若 いですか ら，

指導経験 もそうないはずです。 自分 が指導

者になるなど，考えてもいなかったかもし

れ ません。 レかしながら，主のためにも，

また自分 のためにも立派にな しとげて満足

が得れ られ るように， 自分 を有能な信頼 さ

れる指導者 として 自覚できなければなりま

せん。新約聖書 には，新 しいぶどう酒 は古
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●任 命 ．

い皮袋 に入れられず， また真新 しい布ぎれ

で古い着物 につぎを当てることはしない と

教えられています。 あなたは，与え られた

召 しを果たすために成長 しなければならな

いのです。

指導者 信作 られない，素質の問題 だとい
ひ き ん

う神話は捨てて ください。卑近 な例がふた

つあ ります。モーセはパロの宮廷で４０年，

さらに荒野で４０年 を過 ごレました。彼 は途

方 もなく大きな指導者の役 目に備 えて主が

彼に用意 させておられたことを知 りません

で．した。準備の８０年を終え，聖 なる山で召

しをいただいたとき， モーセは深 い恐れの』

中からとう答 えました。「わたしは，いった

い何者でしょう。わたしが……導 き出すの

でしょうか。……彼 らはわたしを信ぜず，

またわたしの声 に聞 き従わない……で しょ

う。……わた しは……言葉の人ではありま

せん。わたしは口も重く，舌 も重いのです。」

（出エジプ ト３ ：１１；４ ：１，１０）

エノクは， 自分 に対 して抱い てい るイ

メー ジを変えなければな りませんでした。

彼はしまいには力強 い愛 される予言者 と

なって，その霊感豊かな働 きから．すべての

民がひとつの心 に一致 し，民のお互 いに対

する愛があまりにも大 きかったため，民全
ふところ

体 が主の懐 に取 り上 げられたのです。その

エノクは， はじめか ら近所の人々の人気 を

おのずと集める目立 った人柄 ではあ りませ

んでした。

人を指導す る神聖 な召 しを受 けた とき，

エノクは仰天 して主に問いました。「われ主
おん め かな ロ ゆえ

の御 目に適いしは何 の故な りや。われは年
にく

行かぬ者 に過ぎず， すべての人々われを悪
なんじ

む 。 わ れ は 口 重 き 者 な れ ば な り， い か で 汝

の 僕 な ら む や 。」 （モ ー セ ６ ：３１）

３６

監督は本当に霊感 を受 けて自分 を召 した

のだろうかと考 える若い指導者たち，自分

が割 り当てをしたら定員会やクラスのメン

バーに断わられるかもしれないと考 えるあ

なた方若 い指導者たち， 自分 は神様の同僚

として召されたこと，神様が 自分．に力を与

えてくださることを確信 してください。主

はモーセを，こう言 って励 まされました。

「だれが人 に口を授 けたのか。……行 きな

さい。わたしはあなたの口と共 にあって，

あなたの言 うべき．ことを教 えるであろう。」

（出エジプ ト４ ：１１－１２）エノクに主はそ

う約束 して励 まされました。「行 きてわが命
ごと な しか なんびと

じたる如 く為せ。然 らば，何人も汝を貫 く
み

を得 ず。汝の口を開け，さらば充たさるべ
しか

し。而 してわれ汝に言 うことを与 えん。」

（モーセ ６：３２）主はエノクやモーセにさ

れたことを，必ずあなたにもしてください

ます。

あなたが召 されて，支持 され，任命 され

るとき，主はあなたを祝福 され ます。 しか

しながら１ あなたの行動 と動機 がとても大．

事 になってきます。穴のあいた器 を主が満

たされることはないのです。学ぶべ き指導．

者の特性がいくつかあ ります。概念そのも

のは単純でも，それ をしっか りと自分 のも

のにしたとき，指導者としての影響力は，

はるかに増すことでしょう。

上手に管理するために，次の ことを身 に

つけて ください。

計画の立て方 ．

計画後のフォロー （あと押 し）

時間の上手な使 い方

全体像 をっかむこと

人を参加 させること

集会の持ち方

淋鑛

懸
欝
臨
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，争

結果の評価

計画の立て方

定貝会 やクラスのメンバーは，．自分でや

ろうと思 う以上のことはなかなかできない

ものです。 目指すところは明瞭で，簡潔 で，

しかも柔軟でなければな りません。 よく読

まれているある本 のタイ トルが示すように，

「．目的地 を持 たない旅人は；何 も得 られな

いま津旅 を終 えて しまう」のです。

１． あなたの目標，神権の 目的 は何ですか。

２． それは妥当で有意義 なことですか。

３． その目標 のために， どんなことをしな
．ければな りませんか

。

４． そのための人と経費，時間があ ります

か。

５． いつまでにしなければならないことで

すか。

６．配慮すべき事柄， してはならないこと

はどんなことでしょうか。

計画後のフォロー

行動が伴わなければ，計画もただの願望

に終わ ります。みんなが仕事 をするように

常に期待 を寄せ， それぞれに声 をかけて，

責任が果 たせるように励 ましてください。

１． 自分 の 「するべき仕事」を書き出 し，

頻繁 に読 み返 していますか。

２．集会 の直後 に， その集会 で話 し合 われ

た，今後実行 が必要 なことをすべて リ

．ス トに書 き出 していますか。 、

３６活動 や割 り当てがあるのを忘 れないよ

うに，ウィークデ」にみんなに電話 し．

ていますか。

聖 徒の道／１９８４年 １１月号

時間の上手な使い方

時間がないということはあ りません。一

番大切 だと思 う活動のためには， いつでも

時間 はあるものです。何が最 も大切かを上

手に決められるようになってください。時

間の使 い方を学んでください。埋 め合わせ

できない貴重 な １日２４時間が，すべての人

間に平等 に与えられているのです。

１．優先順位 は決 めましたか。

２． 目標の達成 に役立たない活動 は除きま

したか。

３．仕事 を計画 し，計画 を実行に移 し，計

画した通 りに行 なっていますか。

４．ほかの人にも割 り当てをして，一緒に

仕事 をしていますか。

全体像をつかむこと

「ああ
，それでわかった」 という大 きな

発見のおかげで， それまでのもやもやした

頭 はすっきりし， 自信を持って我が道 を進

むことができるようにな ります。定員会や

クラスの仲 間に参加 してほしいならば，今
．していることが も

っと大 きな計画の中のど

んな位置 を占めているのか，彼 らに知 らせ

てください。活動の価値や結果， ほかのア

イデアや目標 との関係を知 らせてあげてく

ださい。計画の全体像 は出 し惜 しみせずに

教 えましよう６

１．監督会 やア ドバ イザーが抱いているさ

らに大きなビジ ョンがわか．りますか。

２．割 り当てを与える とき， その割 り当て

がなぜ大切で，プログラム全体 にとっ

てどういう位置 を占めいてるか，説明

していますが。

３７



●任 命 ・

人 を参加 させること

成功するには責任 を委任することです。

ほかの人に割 り当てを与 えて，指導者 とし

てさらに大 きな働 きができるようにして く

ださい。計画を立てるときは， その計画を

実行 することになる人たちに必ず加 わって

もらいます。彼 らが成功 し，与 えられた割

り当てを果たせるように期待 しましょう。

グループ全員に働 く機会 を与え，成功する

ように一人一人を助 けて くだ さい。長所 を

しっか り見つめて， みんなが進歩成長で き

るように努力 しましょう。

１，「これはクラスや定員会の人で もで き

ることではないか」 と考 えることがよ

くあ りますか。

２．割 り当てを与えるとき，仕事 の目的，

価値，時間，範囲 をはっきり説明 して

いますか。

３． ひとつの ことをするのにいろいろな方

法があることを理解 して，柔軟 な態度

で成果 を待 っていますか。

４．質問形式にして，途 中で状況報告を受
ー

婁
ー

鷺

ー

奪

灘

聖
弼

．馨

ー
難
、ー

灘
鰻

華
耕醗
鍵
擬
饗
糠
蝋鍵
・嚢

養

３８



　

ピ

けていますか。

５．割 り当ての締 めくくりとして，活動を

報告 して もらう時間を取っていますか。

集会の持ち方

仕事 と集会は同時にできませんか ら，集

会 は短時間で効果的に行 なってください。

１回ごとに計画を立て，何 をしたいか，望

む結果 を得 るにはこの集会で何 をしなけれ

ばならないかを， よく考 えましょう。 どの

会 にも，目的と結論があ り，また目的か ら

結論 に至るまでには，時間 を有効 に使 うと

いう課題 があります。

１．しっか り計画を立てていますか。アジェ

ンダ （協議事項を書いた表） は用意 し

ていますか。

２．集会 を管理する自信 と熱意 はあ ります

か。

３．歓迎 のあいさつで，出席者 を大切 に思

う気持 ちを表わしていますか。

４．それまでの計画や割 り当てを確認す．る

ためにｒ議事録 を読 みあげていますか。

５．出席者 に とつて気持 ちの良 い集会 に

なっていますか。

６．人々の気持 ちや意見を認め，生 かして

いますか。

７．参加者 に感謝 していますか。

８．全員が考 え方やね らいをはっきりつか

んで帰 っていますか。

９．教師や話 し手 にバ トンタッチするとき，

ユーモアやほめ言葉 や熱意 を持 ってそ

の人を紹介 していますか。

１０．あなたは主 と教会の良 い代表者ですか。

結果の評価

簡潔で有効な計画だと評価が簡単です。

聖徒 の道／１９８４年 １１月号

目標がどれほど達成できたかを見 るだけで

すみます。達成できたことを分析 してから，

これでは困るという事柄に的を しぼってく

ださ．い。

１． 目標はまず第一に実現可能 で重要なも

ので したか。

２． したことに満足できますか。納得 のい

くものですか。

３．もう一度するとしたら，今度はどんな

方法でしたいですか。

４．だれに手伝 いを頼 みますか。

こうした指導技術 を身につけると，指導

者 として大 きく進歩 します。 しかし本当に

成功 するためには，今 自分 はどなたの仕事

をしているのかということを常 に心 にとめ

ておかなければなりません。 目的は，ただ

事 を成 し遂 げればよいというのではあ りま

せん。あなたは主 と主の子供たちのために

奉仕 しているのであ り，立派に奉仕するた

め には彼らを愛さなければなりません。

指導者に召されたということをよく考え

て ください。あなたの得 ている大 きな機会

をしっか り認識 してください。奨学金 申請

書の教会 の責任 の欄 に，ある若者は 「普通

の指導的役職」と記入 しましたが， そのよ

うな気持 ちは持 たないで ください。主のみ

名 において働 くとき，普通の指導的役職な

どというものはないのです。

監督会 は，手をあなたの頭に置いてあな

たを任命 しました。これからはあなたが頭

を雲の上 に伸 ばし，高 い立場から自分 の世

界を見 る番です。 自分の召 しを全 力を尽 く

して遂行 するとき，主か らの霊感をいただ

くにふさわしい指導者 となれるのです。

３９



水
と

パン

レアー ド・ロバ ー ツ

早
春の暖かな日のことだ ったと思 いま

す。教会の窓がその年初 めて開 け放

たれ，明るく穏 やかな日の光 が礼拝堂 いっ

ぱいに差 し込んでいました。春 の風が窓越

しに， まだ目に見 えぬ花の香 りをかすかに

運んできていました。私 の祖 父母 と数名の

おばやおじたちも両親 と共 に誇 らしげに席

に着いていました。私が初めて聖餐のパス

をしたときの ことです。

聖餐 の歌が終わ りました。

監督 の合図で私たちはいっせいに立 ちあ

が り， テーブルの所へ歩いて行 きました。

白い布 を取 りはず して丁寧 にたたむと，祝

福 の祈 りが始 まりました。私 はそのとき初

めて，儀式の大切 さと言葉の持 つ意味がわ

か りました。私の親族 とそこに集 った全員

が私 に注 目しているように感 じられて，で
けいけん

きるだけ敬慶に落ち着いて行動 しようとし

ました。聖餐のパスができることに大 きな

誇 りを感 じていました。とて も名誉 なこと

で した。集会が終わると， ワー ド部 のほと

ん どの人が私を祝福 してくれ ました。

ところがそれか ら数カ月が過 ぎた頃 にな

４０

ると，定員会の友達 と同 じように，私 も神

権 を持 っていることや聖餐のパスをするの

が名誉であることを少 しずつ忘れかけてい

ました。この儀式が何 を象徴 しているかも

思い起 こさなくなり，かえって重荷 や義務

に感 じるようになりました。だれ もがや り

たくない仕事 だから， 自分 たちに押しつけ

ているんだぐらいにしか思わなくなってい

たのです。

この態度 は儀式 を執行 するときにも影響

し始めました。 ほんの小さな心のずれで し

たが，私 たちは聖餐会 に遅れた り， ふさわ

しい服装 をしないこともあ りました。集会

の間中お しゃべ りしていました。聖餐式の

ときは静かにしていましたし，話 をするに

してもそんなに大 きな声ではなかったので



すが， それでもやはりだれ もが気づ くほど

でした。 こうしたことはささいなことかも

しれ ませんが，私 たちの責任である儀式の

神聖 さを損なうもので した。・

監督 がア ドバイザーに，私 たちとこの件

について話すように申 し入れて きまレた。

そこでア ドバイザーは毎週 日曜 日の朝，今

やっている儀式の意味 と神権の重要性，聖

餐の儀式の大切 さを私 たちに説明して くれ

ました。 またアロンの息子たちのことやゲ

ツセマネとカルバ リについても話 して くれ

ました。 ア ドバイザーは老人で，私 たちに

語って くれたことが心からの強 い証である

ことがわかりました。私 たちは少 しでも態

度を改めようと思いました。 しかレ ２，

３週間が過 ぎた頃には，以前のような私 た

ちに戻 って しまっていました。

ある 日曜 日，神権会 のクラスが終 わると，

ア ドバイザーが私 たちにこう言いました。

「き ょうの聖餐式は君たちが心配しなく

て もいい よ。 もう準備 はで きて いるから

ね。」

驚 きと何 が起 きたのか知 りたい気持 ちと

が交錯 していましたが，同時に， たった一

日でも責任 から解放 された ことを喜ぶ気持

ちもあ りました。 いつ もの ように集会 に遅

れて入って行 くと歌が始 まっていて，私た

ちは中列 に座 りました。 ア ドバイザーと共

に執事 の席 に着 いていたのはワー ド部 の大

祭 司で した。彼 らはワー ド部 でも年長 で最

も尊敬 を集めていました。ふたりは監督，

ひと りはステーキ部長の経験者で した し，

みな名誉 ある職の経験者か，あるいは現職

のすばらしい指導者たちばか りで した。歌

が終 わると彼 らは立ち上が り，祈 りが始 ま

りました。

その態度 と敬慶 さから，彼 らが今 自分た
ほま

ちが していることに誉れ と敬いの気持ちを

抱いている．のが容易にわか りました。彼 ら

にとっては大切 な責任 だったのです。地味

な背広 に白いシャツ， それにネクタイとい

う服装で したが，服装 や儀式の執行 の仕方

以前の問題 でした。礼拝堂 の中は水を打 っ

たようでした。聖餐式は深い感動 に包 まれ

て神聖 な場 とな りました。いつ もと違 う何

か深遠 なものがあ りました。みたまがあふ

れ，言葉に表わせない深い思いがありました。

礼拝堂の窓はその 日曜日も開け放たれて

いました。すで に晩秋の候 で，秋の風が窓

越 しにそよいでいました。窓の形に青空が

見え，落 ち葉が舞っていました。私はへり

くだっていました。聖餐のパスは人がいや

がる仕事で はなく，神聖 な信頼のもとに授

け られた仕事 でした。最 も誉 れある仕事で

した。 ．

４１



たた

ペンサー は，正 しいことを
「ス 肴

なう突でした とヘンリ
い たい たい

一 ・アイ リン ク は言 い ます 。 第１２代
た い らより ダブ リュロ

大かん長スペ ンサー ・Ｗ ・キ ンボー
ひと しん せつ たた

ル は，人 に親切 に しよう，正 しいこ
ひとび と

とを しよう ，まわ りの 人々のも はん
りょく

にな ろう，といつも と力 してきま し

た。
たい ちょり

キンホール 大かん長か ，あるワー
ふ い

ド部 に行 った ときの ことです 。たん
っえ いちばん まべ れつ

の上 にすわ って いる と，一 番前の列
おとロ こ にん おな

の男の子が ５人 ，みんな同 しかっ こ
き おとト

うをす るの に気かつさ＝ま した。男の
こ あし く て かお も

子たち は，足を組み ，手を顔 に持 っ
あし もと

て いさ，また足を元 にも と し，うで
く

を組みま した 。 しはらく して ，キ ン

４２

だい ちょつ おとヒ こ

ホール大 かん長 は，男の子たちかキ
たい ちょっ

ンホール大かん長のまねをしていた
たい ちょっ

ことかわか りま した。大か ん長 はそ
み

れを見て ，ほう しのも はんになろう
りょく お も

といつも と力 してきた ことを ，思 い
た

出 しま した。
たい ちょつ

キ ンホール大かん長 はとく にリー
し

ハイの子そんたちをあい し，リーハ
し

イの子そんたちのため にはた らきま

した 。
ねん かつ たい

１９４７年 ４月に，キ ンホール 大かん
ち ょつ

長 は こうお っ しゃ い ま した。「いつ
し

か ら リーハイの子そんたちをあいす

るようにな ったのかわか りません。
う

生まれたとさからかも しれません。
ちぢ う まえ

父 はわた しの生 まれ る前か ら，イ ン



どう

ディアンにでん道 していたのですか
ちぢ どう ぶ ちょう ちぢ

ら。父 はでん道部 長で した。父 はよ
うた うた

くイ ンデ ィア ンの歌 を歌 ってくれた

リ，イ ンディア ンか らのおみや げを
も

持 ってきて くれた リ，イ ンデ ィアン
とも しゃ み

の友だちの写 しんを見せてくれたり
あか

しま した。ですか らわた しは，赤ん

ぼうの ころか らイ ンディァ ンたちを

あいす るようにな って いたの’です。
ふ く ふく

それ に， しゅく福 しの しゅく福 のせ

いか も しれ ません 。わた しは９さ’い
ふく ふ く

のとき に，しゅく福 しの しゅく 福を
う なか か

受 けま した。その 中 にこう書 いてあ

ります 。

おお ひとびと

『あなた は，大 ぜ い の人 々 に，と
じん ふく

くに レーマ ン人 に福 いんをの べつた

えるで しよう。』」
ねん きょうかい だい ちょう

１９４５年 ，そ の とさ＝教会 の大 かん 長

だ った ジ ョー ジ ・ア ル バ ー ト ・ス ミ
ちょう じ しよ

スはキンボール長ろうを事む所によ
い

んで， こ う言 い ま した。「イ ンデ ィ
い

ア ンたち のところへ行 って ほ しいの
しゃかい

です 。イ ンデ ィァンは社会 か らとり
せ かいじゆう

の こされています 。世界 中のイ ンデ
とう

イァ ンをたん当 して ，イ ンデ ィア ン
せ わ

の世話を してくれませ んか 。」
ちょう なんぜん たび

キンボール長ろうは何千キロも旅
い

を して ，イ ンディア ンの ところへ行

聖徒 の道 ／１９８４年 １１月号 ４３

「



お し ふく

き，イ ンデ ィァンを教 え， しゅく福

しました。そ して ，イ ンデ ィアンの
ひとびと がっ こう お も

人々がもっ と学校 をたて たいと思 っ
し り ニく

てい ることを知 リ，その ためにど力
ぴょう き

しま した。病気のイ ンデ ィアンや ，

かな しんているイ ンデ ィアンには し
ふく てん

ゆく福をあたえて ，かれ らが天のお
とう たいせつ はな

父さ まにとって どんな に大切 かを話

しました。また ，こごえて ，おなか

をすかせて いるイ ンディ アンには，
い たす

そ こへ行 って助 けをあたえ ま した。
ねん

１９４７年 ，ナ バ ホ ・イ ンデ ィ ア ン は ，

た もの

とてもこまって いま した。食べ物も
き もの

着る物 も，ほとん どあ りませ んて し
ら よう きょう カ　しも

た 。 キ ンボ ー ル 長 ろ う は ，』教 ’会 の い
いんかい はな

員会 にその ことを話 して ， トラック
なん だい 　 しょくもつ き もの おく

に何台もの食物や着物を送ってもら
しん ぶん しゃ

いま した。それか ら，新 聞社 にもれ
しん ぶん き しゃ

んらく しま した。す ぐに新 聞記者 と
き しん ぶん

カ メラマ ンがや って来 ま した。新聞
き じ

にその記事がのる と，イ ンデ ィアン
たす

を助 けるためのキャラバ ンがや って ．
さ らよう

来 ま した。キ ンボール 長ろうは，こ
て がみ

のことにつ いて，ワシン トンに手紙
か

を書 さ＝ました。また ，あち こちの ほ
て がみ か

う しクラープにも手舞を書 さゴあち こ
たす

ぢ に助 けをもとめるパ ンフ レッ トを
お く

送 リました。

４４

たす

助 けられたイ ンデ ィアンは，とて

もかん しゃ しま した 。あるイ ン．ディ』
い

ア ンは ，こう言 い ま した。「あ りが

とうござ います。 これで こご’えず に

すみ ます。」
ちょう

キ ンボール長ろ うはあいす るイ ン
たす せ かい

ディァ ンたちを助 けるため に，世 界
じゅう りょこう なん しゅうかん なん げつ

中を旅行しました。何週間も何カ月
らゆう み なみ

もか けて ，中おうアメ リカや 南アメ
たい へい よう しまじま す

リカ ，そ して太平洋 の島々 に住 む り
し い

一ハイ の子そんたち の ところへも行

ぬし

さ＝ま した 。 そ して ，す く い主 イ エ ス

お し もん だい
・キ リス トについて教 え

，問題があ
たす

る とき には助 けま した。どんな につ

かれていても ，つかれす ざて いて ，
ひと たす

人を助 ける ことが でざ な いことば，

けっ してあ りませんで した 。
い

イ エ ス ．は， こ う 言 わ れ ま し た。
あ

「たが いにあ い し合 うな らば
，それ

で

によ って ，あなたがたがわた しの弟
し もの

子であ ることを ，すべての者がみ と

めるであろ う。」 （ヨハネ１３：３５）
ダブリュロ だい

ス ペ ンサ ー ・Ｗ ・キ ン：ポール 大 か
ちょう おこ

ん長 は，行な いによ って ，みんな に

あ いを しめ してきま した。キ ンボー
だい ちょう

ル大かん長に したがうということは，
ただ

「正 しいことをす る」 ことなのです 。
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７勿白マ
はなし

お話 リン ・ゲ スナー

叩心：藩緊晃顎凱
げつ う

おいらは４カ月おそく生まれたのに，
い

きょうつれて行ってもらったよ」と
い

リトル ・ブラウン ・ベ アは言った。
かわ もう

アクーマはウサギの皮の毛ふをか
ひ

たにまきつけ，火のそばにうずくま
のぼ

った。けむりがうずをまいて上って
い てん じょう

行き，ほらあなのすすけた天井をい
くう

っそう黒 く した。
し
「知 らな いよ， おいら，すること

はみんな したんだ けどな あ。」 アク
こえ こた

一マは
， しずんだ声で答 えた。

い まえ お と な

「キバに行く前には
，もう大人だ

めい

ってことをしょう明しなくぢゃいけ
い

ないんだぜ。か りには行 ったか い。」
ゆき なか

「もちろんさ
，雪の中をそっとシ

ちか やま

カに近づいて，山のはしにおいつめ

てさ，おいらがしとめたんだよ。」
あたま

リトル ・ブラウン ・ベアは頭をふ

った。 「わか んないなあ，タ ノロが

い じ わる まえ

意地悪で，お前をいじめているわけ

じゃあないし。」

アクーマは，かたをすくめたが，
なに ごた

何も答えなかった。 しなければなら
ぜん ぶ い

ないことは全部やった。言いつたえ
し

も知っていたし，や じりもよくとが

らせておいた し，ユッカからせんい
おも

をとって重いサンダルをあむことも，
おお

やをいることもできた。大きなほら
むら き

あなの村からやって来た，いとこの
おな

リトル ・ブラ ウン ・ベアも 同じこと

をしていた。それなの に，かれだ け
い

きょうキバに行った。インディアン
おとこ こ めい

の男の子はみな，それをとても名よ
おも い

に思っている。でも，アクーマは行
とう

くことができなかった。父ちゃんは
い

「よく じゅんび した
」と言ってくれ

い

た。でも，タノロはつれて行ってく

れない。プエブロ ・インディアンの
ちぢおや こ い

父親は，子どもをキバへはつれて行
う

かない。生まれたときから，おじさ

４６



自申侭
れ い じに　

キバ ：プエブロ ・インディアンの礼はい場。
えんけい いち ぶ ち か

ふつうは円形で，一部地下になっている。

せんせい の い

んが先生になって，キバへつれて行

くことになっているのだ。インディ
おとこ こ いちにん まえ おとこ

アンの男の子は，キバで一人前の男
しき う

になるぎ式を受ける。

アクーマはちょっとリトル ・ブラ
ほう み

ウン ・ベアの方を見て，キバでどん
き かお

なことをしたのか聞きたそうな顔を

した。でも，もちろん，それはひみ

つだった。
かえ

リ トル ・ブラウン ・ベアが 帰って

しまうと，アクーマ ははね おきて，
ちゃいろ いぬ かわ もう

茶色の犬をよび，ウサギの皮の毛ふ
な ふゆ ひ はし

を投げすてた。冬の日だって，走れ
からた

ば体があたたかくなる。

「おいら，ポペタのバカみたいに，

ないたりなんかしない １」アクーマ

はこうさけぶと，ウサギをおいかけ
はし だ

て，走り出 した。アク ーマはぽうを
な

投げてウサギを ／ぴきころし，クノ
じ ぶん み

口おじいに自分のうでを見せてやろ
おも いぬ

うと思った。犬はアクーマについて

聖徒の道／１９８４年１１月号

たに くだ い

谷に下って行った。
た ど

アクーマ は，び っくりして立ち止
みず

まった。ポペタがかめに水をいっぱ
い きゅう さか みち のぼ

い入れ，急な坂道を登って，ほらあ
か え

なへ帰るところだったのだ。ポペ９
こ おな

は小がらだったが，アクーマと同い
どし とう あし

年だった。ポペタの父ちゃんは足が
わる ばたけ

悪いので，トウモロコシ畑をよくた
か ぞ く

がやせない。だから，ポペタの家族
た もの

には，あまり食べ物がないのだ。そ
はし

れに，はやく走ることができないか
け がわ

ら，ウサギをころして毛皮をとるこ

ともできない。ポペタがかたにかけ
かわ き

ているウサギの皮は，ひどくすり切

れていた。
もう き
「毛ふも着ていないの

，こんなに
さむ

寒いのに。」ポペタはびっくりして
い

言った。
い

アクーマはかたをそびやかして言
おとこ さむ

った。 「お いら男 だもん，寒 くなん
はし い ゆう

かないさ。走って行って，タごはん

４７



のウサギをつかまえるんだい。」 ア
はし だ

クーマは，走り出 した。
おも も あ

ポペタが重いかめを持ち上げると，
け がわ お い

毛皮がかたから落ちた。あっと言う
ちゃいろ いぬま

間もなく，茶色の犬がそれをくわえ
なか

て，いばらのやぶの中へひきずって
い かえ

行 って しまっ た。 「こ ら， 帰ってこ

い，わた しにはそれ しかないのよ。」

ポペタ は， いか りをアクーマにぶ っ
いぬ

つけた。 「あん たの ひどい犬が，わ
ゑ
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たしの毛皮をぬすんだのよ。とって

きて １」
さむ み

ポペタは，寒さで身をふるわせ，
も さか みち のぽ

かめを持って坂道を登りながらなき
だ いぬ み

出してしまった。アクーマは犬を見
いぬ け がわ

つけようとしたが，犬は毛皮をくわ
たに くだ い

えたまま谷を下って行つてしまった。
み け がわ き

見ると，毛皮 の切れ は しがやぶ にひ

っかかっている。

「あ りや あ， も うだ めだよ 。」 ア
い はし

クーマはそう言って走っていった。
からだ すこ
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欄

、

しして，アクーマはまが ったぽうを
な い

ウサギに投げつけてころし，とく意
げ いえ も かえ

気にそれを家に持って帰った。
い にく

「もうシチューに入れる肉はある

かあ ひ

よ。」 田 ち ゃん は，火 にか けたやき
もの い

物のなべをかきまわしながら言った。
まえ かあ

「お前はかりがうまいよ。田ちゃん

も，それはじまんだけどさ。どうし
ひと

てない人にあげないんだい。」
い

アクーマはポペタのところへ行っ
い にく

て言 った。 「この肉あげるよ。」
れい い

ポペタは，お礼を言ってからこう
け がわ み

たす ね た。 「わ た しの毛 皮，見 つけ
こん

てくれた？あれがないと，わたし今
や もの

夜かけてねる物がないの。」
あたま み

ア ク ーマ は頭 をふ った。 「見つけ

一 一■ ＿＿ ■■葦⊇ ＿＿一＿

し一’ 「一

．一
＿； 畢 ｒｒ一 幽弓 三ゴ ≡＝

、

られなか ったよ。」

その授シチューをたくさん食べ，
もう ひ

あたたかい毛ふをかたにかけて，火

のそばにすわっているうちに，アク

ーマはポペタのことなどわすれてし

まった。
よる さむ コ め

その夜，アクーマは寒くなって目
もう あ

がさめ，毛ふをひっぱり上げた。ど
こえ き

こか らか，なき声が聞 こえてきた。

『あれ は，バ カ なポペクだな。あい

つ は， いつ もなくんだ』 とアクーマ
おも

は思 つた。
つぎ ひ み

次の日，ポペタのすがたが見えな

かった。
かあ い ぐ

ポペクの田ぢやんが言った。「具
あい た もの

合がよくないんだよ。食べ物とあっ

． 『一 、 一 ＝ ．
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け がわ

たかい毛皮があるといいんだが，う
なん

ちには何にもないからねえ。」
おも

『かわ いそ うに』 とアク ーマは思

き はし

ったが，あまり気にもとめずに走っ
い

て行ってしまった。しかし，それか

らときどきポペ９がないているのを
おも だ

思 い出 した。
いぬ

「おいらの犬のせいだ
。」アクーマ

かんが かんが

はつぶやいた。そう考えれば考える
とも あそ たの

ほど，友だちと遊んでいても楽しく

なくなった。
よる

その夜はねむれなかった。とうと

うアクーマはおきあがって，ポペタ
うし ほう

がねている，ほらあなの後ろの方の
へ や い

部屋に行った。
もう つか

「ほら，おい らの毛ふ，使 いなよ。」

「で も， くれる わ けにはいかな い
い

で しょ。」 ポペ ク は， おどろいて言

った。
いそ

「か して やる よ
。」アク ーマ は急

じ ぶん ば しよ かえ

いで自分の場所へ帰った。アクーマ

はがたがたふるえていた。荷て寒い
とり もう き

のだろう。鳥のはねの毛ふはすり切
からだ ぜん ぶ

れていて，体を全部つつむことがで

きないのだ。でも，すみっこにちぢ
もう なん

まっていれば，その毛ふでも何とか
さむ

寒さがしのげた。
い ただ

ポペタの言ったことは正しかった。

５０

いえ もの かあ もの

家の物はみんな田ちゃんの物だから
もう

毛ふをポペタにやってしまうわけに
もう かわ

はいかない。毛ふにする皮をなめし
かあ

たのはアクーマでも，それは田ちゃ
もの つ く

ん の物 なの だ。 『ポペクのを作って

やろう。』アクーマはきめた。
なんにち とも

それから何日ものあいだ，友だち

が逓ぽうとよびに莱ても，肴かなガ
い

った。ウサギがりに行かなければな
かわ もう

らなかったからだ。ウサギの皮の毛
つ く なん ぶん け がわ

ふを作るのに，何びき分の毛皮がい
し

るのか，アクーマは知 らなかった。

ウサギの閤は笛ちゃんかポペタにや
よる なが かわ

り，夜は長いことかかって皮をなめ
いき

した。アクーマはつかれて， ため息
て ま

をついた。手間はかかるし，おもし

ろくなかった。ときどきやめたくな



さむ よる

った。でも，寒い夜にポペタがなく

のを憩い曲すと，やっぱりやらなく

ては，と憩うのだった。
さむ

それに寒くてあまりねむれなかっ
もう はや かえ

たので， じぶんの毛ふを早く返して
おも じゅうぶん かず

ほしいと思った。とうとう十分な数
け がわ あっ

の毛皮が集まった。でもまだ，する
つく

どいやじりをたくさん作らなければ

ならなかった。それから，アクーマ
いそ むら もう つく

は急いでいとこの村の毛ふ作りのと
い

ころへ行 った。
い もう つく

アク ーマ は言 っ た。 「毛ふ を作 っ

てくれたら，このや じりをあげるよ。
さむ

いそいでほしいんだ。だんだん寒く
ゆき

な ってきている し，もう雪もふって

いるか らね。」
もう

やがて毛ふができ，アクーマはポ
も い

ペタのところへ持って行った。「お
まえ もう

前 の毛ふだ，あ ったかいよ。」
もう かえ

ポペタは，アクーマの毛ふを返し
もう

た。「ありがとう，す てきな毛ふね。

あんたが菌をたくさんくれたから，
ぴょう さ かあ とう

病気もよくなったわ。田ちゃんや父
す

ちゃんも，もうおなかを空かせてい

ないわ。」
にく

「こ れか らも， 肉をとってきてや

るよ。」 アク ー マは も じも じしなが
い じ ぶん か ぞく ひ

らそう言って，自分の家族の火のと

聖徒 の道 ／１９８４年 １１月号

い

ころへ行 った。
よる

その夜， クノＥ〕お じいがアクーマ
き

のところへやって来た。
あさ ひ
「朝 日が のぼ った ら

， いっしょに
い いちにん まえ

おいで。もうキバ に行 って，一人前
おとこ

の男になるために，いろいろなこと
まな

を学ぶ ことができるぞ。」

アクーマは，うれ しくてむね がい

っぱい にな った 。 「おいら， うれ し
いま

いな あ，お じい。でも， どう して今
い

まで行かれなかったんだい。おいら
なん げつ つ く かた

何カ月も，やじりの作り方や，ユッ
かた なら

カのせ んいのとり方や，か りを習っ

たのに。」
た

「しか し， ひ とつ足 りなかったん
い

だ。それができたから，行けるんじ
こた

やよ。」タ ノロお じ い は 答 え た。
こ た にん かんが あそ
「子どもは他人のことを考えずに遊

いちにん まえ おとこ

ぶが，一人 前の男は， しなけりゃな
あそ

らんことがあるときには，遊ばない
まえ いぬ ひと

でするもんだ。お前の犬が人にめい

わくをかけたら，つぐなわにゃなら
まえ もん く い

ん。お前は文句を言わずにそれをし
み

た。わしはずっとそれを見ていて，
からだ こ

ほこらしかったよ。体はまだ子ども
まえ いち にん まえ おとこ こころ も

だが，お前は一人前の男の心を持っ
こ い

た子だって言われうようになるだろ

う よ。」

５１
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「私は主に感謝しな

くてはなりません」

３つの

メダルを

獲得した

ピーター・

ビドマー

選手

囲
２３回ロサンゼルス・オリンピック大会の

男子体操で，末 日聖徒であるピーター ・

ビドマー選手 （２３歳）が団体総合とあん馬で ２

個の金メダルを獲得し，．個人総合では優勝者の

具志堅幸司選手 とわずか０．０２５の差で銀メダル

を得た。

カリフォルニア州 カルバー市生まれのビ ド

マー兄弟が体操の選手を目指 したのは，１１歳の

頃であった。ロサンゼルス郊外 にあったカル

バー市立体操クラブに通い始め，そこで今回の

ロサンゼルス ・オリンピックまでコーチを務め

ることになる日系 ３世のマコト・サカモト氏と

の出会いがあった。安息日を除く毎 日３－４時

間，土曜日には１０時間の練習をこなした。

サカモト氏はビドマー少年の練習熱心な姿と

可能性を秘めた素質に強い印象を受け，世界に

● あ ん 馬で １０点 満 点 を記 録

し，喜 び を表 わ す ピー タ ー ・

ピ ドマー 選 手 （写 真 ・ＵＰＤ

＜

通用する選手にするために日

曜日も休まず練習するように

告 げた。イングルウッド・カ

リフォルニアステーキ部ウェ

ストチェスター第 ２ワー ド部

のアロン神権者であったビド

マー兄弟は，安息日の戒めを

守るか， コーチの言う通 り日

曜 日にもクラブで練習するか

を監督である父に相談 に行こ

うとは考えもしなかった。ど

うするか決まっていたからで

ある。その結果は 「退部」で

あった。宗教的な理由のため

に日曜日には練習しないことを伝えたビドマー

兄弟に対 して，コーチの指示に不従順であると

の結論が出されたのである。

ビドマー兄弟はやむを得ず別の練習場を見つ

けなければならなくなり，近 くの高校でコーチ

のないひとりだけの練習を始めた。それはオリ

ン ピック出場 を’生涯 の夢 とする１５歳の ビ ド

マー兄弟にとっては試練の時となった。

しかしながら，そうした状態も間もなく終わ

りを告 げた。 １カ月ほどしてサカモト氏が彼の

家を訪ね， 自分の信念を通そう．とする彼の強い

信仰に敬意を払い，体操クラブへの復帰を認め

たのである。

やがて進学先を選ぶ段になり，サカモト氏が

同じようにコーチを務めているカリフォルニア

大学ロサンゼルス校 （ＵＣＬＡ）を選んだ。 ４年
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間の大学在学中に，サカモト氏の指導で４度の

全米チャンピオンに輝き，そのままオリンピッ

ク出場となった。

サカモト氏はビドマー兄弟に，優勝に導 く技

術を教えたが，一方ではビドマー兄弟から日曜

日に練習をしなくても優勝できることを教訓と

して学んだ。事実サカモ ト氏は日曜日を家族の

ために空けるようになったのである。

１０年以上もの間，体操を愛しトレーニングを

積んできたビドマー兄弟は，その間常に福音を

生活に生かす道を見いだしてきた。旅行のとき

にも聖典をカバンに入れて毎 日の勉強を欠かす

ことはなく，チームのだれもが彼の末 日聖徒 と

しての信仰を知っていた。

大学で女子体操チームのひとりである ドナ ・

ハリスとデー トをしたときには，彼女に福音を

．紹介 し，みずからの手で彼女にバプテスマを施

した。それから１年半後の１９８３年 ７月，ふたり

は結婚したのである。

ロサンゼルスステーキ部ＵＣＬＡ学生ワード

部に属する彼は，ステーキ部で伝道の責任を受

けていた。「ファイヤサイ ドでお話の責任 を受

け，．ひと月に３回ものスピーチを行ないました。

彼はお話の依頼を可能な限りすべて受けるよう

に努め，それを彼の信念にしていました。彼は

いつも意気盛んで，決して気どるところがない

のです」とＵＣＬＡ学生ワー ド部のスティーブ

ン ・Ｈ ・シャハ第一副監督 は語っている。

体操の男子団体総合で米国が世界チャンピオ

ンの中国の猛追を振 り切 り，五輪初優勝を果た

した後の記者会見で，彼は 「私は主に感謝しな

くてはなりません。すべてこれらのものを与え

てくださったからです」と語り， 自分が何者で，

彼の才能をどこから得ているか忘れるこ．とがな

かった。またどのようにチームの優勝を祝う予

定ですかと聞かれ，「私はモルモンですから，多

聖徒 の道／１９８４年 １１月号

分チームのほかの方々とは少しばかりｉ皐ってい

ると思います」とほほえみながら答えた。

（「チャーチニューズ」８月１２日付〉

灘
鳶陪

［］曝 毒蓋∵ 工葦了替与蕊藩
をし，「エンサイン」と同じサイズ （２６５×２１０ミ

リ）になる。また全部ではないが，．本文にも叙

色のカラー印刷が用いられることになって．いる。

これは大管長会と十二使徒評議会の決定による

もので，全世界１６の言語で出版されている国際

機関誌が，すべてこの形をとる。

国際機関誌編集主幹 ラリー ・ピラー兄弟は次

のように語っている。「１９７８年 に大きなサイズ

からポケットサイズに変わりましたが，それは

当時の必要 からなされたものであり，今回の決

定も，世界的な状況を考慮したうえで行なわれ

ました。カラー印刷を含んだ新 しいサイズの機

関誌は，教会員はもちろんのこと，教会員でな

い方々にも広 く読んでいただけるのではないか
きずな

と思います。教会貝同士を結ぶ絆として，また

伝道の一助としてお役立ていただけるのではな

いでしようか。」

今回の変更のもうひとつのポイントは，発行

月が大会号の １月， ７月号に加えて， ２， ４，

６， ８，１０，１２月号 の偶数月になることであ

る。これは，版の変更．に伴う制作費の増加を抑

えるためと，年間を通 じての情報量を旧版のと

５５
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●英 語 版 の教 会 機 関誌 。 左 よ り

「フ レ ン ド」 （子 供 向 け ）
， 「ニ ュ

ー ・エ ラ 」 （青 少 年 向 け ）
， 「エ ン

サ イ ン」 （大人 向 け）

きとほぼ同じ （実際は多少多くなる）にするた

めであり，予約購読料は据え置かれる。購読料

は以下の通 りである。

●年間予約 ２，２００円 （送料共）

●半年予約 １，１００円 （送料共）

●普通号２５０円，大会号 （、 ７月号）３５０円

聖餐会に２１９人 出席

初めて認められた末日聖徒の

宗教行事 ボ』イスカウト
愛知連盟大会（キャンポリー）

レ

●「奉仕 」を説 くイ ー グ ル ・スカ ウ トの フ ェ

ロー 長老 （岐 阜 県 日和 田高 原 で ）

国
る８月１２日 （日）に，名古屋伝道部 の

ジョー ・Ｎ ・池田伝道部長と３人のアメ

リカ人宣教師と共に，ボーイスカウト愛知連盟

の第１１回野営大会 （キャンポリー）を訪問しま

した。ボーイスカウ ト名古屋第８９団とステーキ

部長会の依頼を受けて，この日の午前中に開か

れた宗教行事に参加したのです。

岐阜県北端の日和田高原で開かれたこの大会

は，愛知連盟の３５周年記念大会で，３，５００人もの

参加者を数える大規模なものでした。

（「聖徒の道」編集室では，これを機会にローカ

ルページの一層の拡充を目指 しています。証や

各地の話題 「聖徒の道」を読まれての感想文な

ど，日本全国の教会員や求道者の方々にご紹介

したいものがあれば，ぜひお知らせください。

お待ち致しております）

讃
網
池田伝道部長，フェロー長老，ペット長老，

バルカー長老たちは，少年たちに取 り囲まれて

故郷でのスカウ ト活動を思い出し，とても楽 し

そうでした。特に３人の長老たちはアメリカの

ボーイスカウ ト最高位の 「イーグル・スカウト」

なので，少年たちと話がよく合いました。

名古屋８９団のスカウ ト１３人は，昼間の暑さに

も夜の冷え込みにも負けずに，はつらつと動 き

回っていました。広い自然の中で，テントを張

瞬磯
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り，かまどや食器置き場，洗い場を設け，テー

ブルと椅子，さらに門やサクまで作 って生活す

るのです。彼らのほとんどは教会員ですので，

安息、日の集会で会ってはいるのですが，キャン

プ場での制服姿は，一段とりりしく見えました。

キャンポリーでは， 日曜 日の朝，各宗教団体

がそれぞれ宗教行事を行ないます。今回初めて，

当教会の聖餐会が公式に認められました。仏教，

本門仏立宗，神道，キリス ト教，金光教，世界

救世教 そして末日聖徒イエス ・キリス ト教会

の ７つの宗派が宗教行事を開き，当教会の聖餐

会には，２１９人の参加がありました。

聖餐の儀式は，慣れない場所と人数でやや時

間がかかりましたが，少年たちは神妙な面持ち

でパンと水を取っていました。

儀式の後で，フェロー長老が話し始めると，

暑い中，少年たちは熱 ひに耳を傾けていました。

１７歳で半身不随になる事故 に遭いながら， ２年

感動 を呼んだミュージカル
「家族 って何 だろう」

長崎地方部諫早支部

いさはや

國 騨灘欝 撫器 １４呈縞
いかけるミュージカル ・コンサー トを開きまし

た。

総出演者３（瞼 名のこのコンサー トは２部 か

ら成 り，．第 １部は独唱と子供たちによるコーラ

スで始まりました。会場の聴衆を含めて １００名

を越す人々の大合唱 「翼をください」の歌声は，

会場を温かいもので満たしました。

そして第 ２部はいよいよミュージカル 「家族

って何だろう」の開幕です。独身成人，青少年，

聖徒 の道／１９８４年 １１月号

後に伝道に出た彼の友人のスカウト魂について

の話は，少年たちの心に感銘を与えました。池

田伝道部長も，ボーイスカウトの指導者 として

の経験 （ソル トレーク在住の頃はボーイスカウ

トの 「団委員長」であった）をもとに，「いつも

ほかの人を助ける」（ボーイスカウトの ３つの誓

いのひとつ）ことについて話されました。

聖餐会が終わった後，伝道部長と長老たちは

少年たちに囲ま礼 サイン責めに合ってなかな

か解放 してもらえませんでした。

２００人余 りの少年たちの心に蒔かれた福音の

種が，たわわに実を結ぶことを祈 りつつ，私た

ちは野営地を去 りました。

アメリカでは該当年齢の教会員の８０パーセ

ントが加盟 しているというこのスカウト活動が，

日本各地で始まり，発展していったら，すばら

しいことが起きるにちがいありません。（レポー

ター ：名古屋伝道部専任宣教師・山本克幸長老）

● ミュ ー ジカ ル 「家族 っ て何 だ ろ う」 の フ ィナ

ー レで 「翼 を くだ さ い 」 を大 合 唱

求道者の人たちの熱演は，これが全員未経験者

の演技かと疑うほどのものでした。クライマッ

クスの場面では，会場のあちこちで涙をぬぐう

人たちの姿が見えました。そして最後は再び「翼

をください」の大合唱が文化会館のホールを圧

して，出演者も聴衆も，皆感激を胸に抱いて家

５７



、騨 、縦鱗 灘 幣 鷲灘 ｉ瞬購 轍灘 ・・
韓 ｉ尉 葬 麺

ト　ミ

轡 懲蝋 ・騨 ・・懇・騨 騰 ／ 織 蝋 懸 １編 ・灘 １，
緯難 艦 騨 藪

１、、

● 「わたしは神の

子」 「しあわせな

家族」の２曲を発

表した第 １部の子

供たちのコーラス

路についたのでした。

私たちの諌早支部は，全会員数が５０名をわず

かに越える小 さな支部です。宣教師の千坂秀樹

長老からコンサー トの計画を相談されたとき，

一瞬ためらいました。安息 日の集会 は２０人にも

満たないのに，会場は５００人を収容する大ホー

ルです。予算のこともあります。しかも準備期

間は２カ月もないのです。地方部のユース ・カ

ンファレンスの計画で頭が「杯のときでもあり，

数えきれないほどの困難がありました。

しかし，会員たち全員一致の ．「やりたい」と

いう気持ちを聞いたとき，「やりましょう」の言

葉が自然に出てきました。それから５０日足らず

でこれまでやれるとは思いもよりませんでした。

週 ３回の練習には，遠く島原から，また長崎，

大村，多良見 湯江，高来という周辺の地域か

ら集まり，台風１〔｝号が吹き荒れた日にも，何人

かの兄弟姉妹たちは教会に来て練習しました。

千坂長老の独唱の伴奏をしてくだった求道者

の方は毎 日のように練習してくださり，その間

教会や讃美歌の紹介をすることができ，すばら

しい伝道の機会ともなりました。

出演 したプライマリーの子供たち１３人のう

ち，会員の子供はわずか２名です。プライマリー

の会長さんは，会員ではない子供たちの家を一

軒一軒まわって出演の了解を求めました。

諌早支部の会貝，求道者，英会話の生徒の方

方がすべて一致 して２４日の本番 を目標に努力

してきました。この準備期間中，そして当日，

私たちは奇跡とも言える祝福を得たのです。結

果的にすべてが問題なく進んでいきました。

このコンサー トを通 して私たち出演者や見に

来てくださった方々，また陰で働いてくださっ

た方々が何か大切なものを得ることができたよ

うに思います。会員一人一人がこのプログラム

から強い証を得，今諌早支部は活気にあふれて

います。

私たちが一致し，主のみ業のために何かを為

そうとするとき，神様は必ず道を開いてくださ

ることを感謝を込めて証 します。（レポーター ：

長崎地方部諌早支部長 ・岡田豊章）

暗い笛日からの救い
一私を変えた驚嘆すべき

神のみ業一

神戸伝道部

豊岡支部

寺下 一八．

国
は末 日聖徒イエス ・キリスト教会を知る

前 １年半ほど仏教を信仰していました。

その頃の私は，病気と精神的な苦痛のため，何

５８
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ひとつ生きがいがなかったのです。暗い毎 日が ．

１０年も続いていました。人を信じられなくなり，

とても寂しくてたまりませんでした。

体 は快復 して も，心が少 しも満たされなく

なっていたのです。当時の私を疲れ果てさせた

のは，長年の間に積 もり積 もった憎しみ，苦 し

みでした。「生きているのがたまらない」と何度

も心の中で叫ぶのです。
けんか

職場では，喧嘩を毎日しました。一 日に６回

の立腹も常でした。帰宅後 は疲れ切って立って

いることさえできない状態だったのです。今考

えるととても信 じられないことですが，何度と

なく死にたい気持ちが脳裏 をかすあました。

そんなある日のことです。当時ノ」・学生だった

息子が，声を弾ませてこう私に語 りかけてきま

した。「お母さん ！きょう街でふたりの外人さん

とお友達になったんだよ」と。話を聞くと，キ
．
リス ト教会の宣教師だとわかりました。

それから１カ月ぐらい経過 しました。私 は

やっと決心 し，息子に話 しました。「お母さんも．

キリスト様のお話が聞きたいので，どうぞ来て

くださいって…一」

その日の夜，早速おふたりが訪問してくださ

いました。いろいろと話すうち，不思議 にも心

が落ちついてくるのを感 じました。アメリカ人

の方が親しみのある瞳を見せながら，「寺下さん

にとって人生の目的は何ですか」と質問されま

した。当時の私には，子供を育てることしか考

えられませんでした。はっきりとした人生の目

的などなかったのです。

翌 日からレッスンが始まりました。なぜで

しょうか。私はレッスンの間，ずっと泣いてい

たのです。どうしても涙があふれて止めること

ができませんでした。宣教師のおふたりは，一

生懸命心を込めて教えてくださいました。

バプテスマを受ける ２日前，初めてひとりき

りで祈ってみました。よい気持ちがしました。

その夜のことです。私 はこんな夢を見ました。

ある方が私の名前を３度呼びました。それか

ら，「バプテスマを受けなさい」と３度繰り返す

のです。私は顔を上げて前方を見渡しました。

私の目に写ったのは，白衣をまとった１０人の方

方でした。中央のお方が私の所 まで来ました。

光った手が見えました。そのお方は私の頭に手

を置き，ほかの方々も同様になさいました。そ

れは言い尽 くしがたい光景でした。

１９８０年 ５月２５日，バプテスマの 日が来まし

た。私と息子が受けました。すばらしい儀式で

した。あくる日のことです。鏡を見て驚きまし

た。私の顔から，憎しみと苦しみの色が取り除

かれているのです。驚嘆すべき神のみ業を深く

知 らされました。

それからの私は少しずつ変わり，あまり立腹

しなくなりました。 １年がかりで私 は性格を変

えることができたのです。短気を剋 艮できたの

は，真実の神様の教えを学ぶことができたから

です。「寺下さん，あなたは不思議な人ね。この

頃ちっとも腹を立てないのね。」職場でそう言わ

れるたびに，真のキリスト教会のすばらしさを

身にしみて感 じます。この世の教えからは決し

て得ることのできない神様からの平安を身に受

けることができました。

天父と御子の愛は何 と深いことでしょうか。

聖霊の導きを感 じられるのは，何 という喜びで

しょうか。主のみ業を推 し進められる宣教師の

上に祝福がございますように。（てらした ・かず

や 豊岡支部初等協会教師）

聖徒 の道／１９８４年 １１月号 ５９
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月刊「ひまわり」の
発刊ど編集者前田
勇兄弟の信仰
一神様が与えτ〈だざった私の仕事一

札幌西ステーキ部新琴似支部

牧野 功
こ と に

國
幌西ステーキ部新琴イ肢 部では，会員に

対する広報活動の一環として，昭和５６年

１月から，月刊 「ひまわり」（Ｂ５判 １５－２５ペー

ジ）を発行 しています。

この広報誌は，私 たちがいっでも日に向かっ

て立つことを願って 「ひまわり」と名づけられ，

小学生から８０歳近い方々までの投稿 によって

編集されています。表紙にはひまわりの花をあ

しらい，内容は福音の教義や証 詩，俳句，随

筆，花言葉，その月の会員の誕生日，支部の行

事予定 新会員や宣教師の紹介，各補助組織の

活動，．聖餐会の良い話から不要品の交換広告に

至るまで，多岐にわたっています。

「文は人なり」と言われるようにどの文章も

豊かな個性を備えていて，それぞれが大変楽し

い読み物 になっています。それを読むことに

よって兄弟姉妹の内面をうかがい知ることがで

きますし，それぞれの立場がよく理解できます。

このように機関誌という媒体を通してなされる

助けたり助けられたりの有形無形の援助は，い

つも会員たちの信仰生活の支えになっています。

しかし，「ひまわ り」が毎月，日に向かって咲

くまでには，大変な苦労がありました。原稿が
とどこお

滞って誌面が埋まらなかったり，活動委員会（編

集会調 が持てなかったり，編集者のひとりで

・・ひ・わリ・編集中の前田ご夫妻 ↑

ある前田姉妹が病に倒れたり，度重なる苦労を

乗 り越えてきました。

この 「ひまわり」を担当する６人の広報委貝

の大黒柱が，高齢で義足のメルケゼデク神権者，

前田勇兄弟です。

ある日，印刷 していくうちに紙の足りないこ

とに気づいた前田兄弟は，暗くならないうちに

と思い，みぞれ降る日暮れの町へ義足の足もと

に注意しながら紙を買いに行きました。 １把の

紙も，かさを持っていると足の不 自由な彼には

大荷物でした。ある辻の横断歩道を渡ったとき，

足の遅い彼は赤信号にかかってしまいました。

車の警笛に促されて急いで歩道に上がろうとし

た彼の背に，情容赦なく北風がつき当 り，縁石

に足をとられた彼はみぞれ雪の中にうつ伏せに

倒れてしまいました。車のはねたどう雪が体に

降りかかり，体 をかばうためにかさも紙 も投げ

捨てた彼。ひょいと風下を見ると幾重 もの紙が

まくれ転げて，かさとともに遠ざかっていくの

が見えました。素早く体を起こして紙を押さえ

ることができぬことを，冷 たいみぞれにぬれな
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がらひとり嘆いたこともありました。

また，前田姉妹が入院したとき，ひとり暮 ら

しになった前田兄弟には，．いつものように第一

安息日に 「ひまわり」を仕あげることができま
わけ

せんでした。訳を話して延ばしてもらった発刊

の 日がついに翌 日に迫っていましたが，ひとり

きりでは朝までかかっても完成 しないことがわ

かっていました。「妻が元気で手伝ってくれたら

終わったのに……。」

夜 ７時半頃， ピーンポーンとチャイムが鳴 り，

戸を開けてみると，そこには連絡なしに来たふ

たりの若いホームティーチャーが立っていまし

た。 ３人は夜半 までかかって 「ひまわり」を仕

あげました。翌 日，明るい顔で 「ひまわり」を

配 った前田兄弟。神様の助けに心からの感謝を
．ささげました

。

このような数々の苦労の末，ようやく 「ひま

わり」を軌道に乗せることができたのです。第

安 息、日，礼拝堂に入る兄弟姉妹 に 「おはよう

ございます」とあいさつしながら３，４人並ん

で 「ひまわり」を配る活動委員の姿が目に入 り

ます。それを見る私たちも 「きょうは断食証会

である」 との念をまた新たにするのです。

また，何かの理由でこの日集えなかった方や，

教会に来ていない兄弟姉妹には，ホームティー

チャー，あるいは家庭訪問教師によって届けら

れています。

ある姉妹は，「入院加療中，『ひまわり』の届け

られるのが待ち遠しくて，これを手にしたとき

は私も支部の皆さんと共に歩んでいるのだ， と

いう強い心の支 えを得 ました。ですから私 も

ベッドの上で， 自分の気持ちを少 しでも皆さん

に伝えたいと思い，俳句を作り，投稿しました」

と証していました。

教会に集っていないある姉妹は，「『ひまわり』

を読むたびに教会のことを考えています」と言

われ 彼女の知らない教会員の名前を出して訪

問した教会員と語 り合 うこともありました。

このように 「ひまわり」はたくさんの会員の

心の輪を広げ，互いの信仰を助け合い，夢 と希

望を運ぶメッセンジャーとなつています。

「ひまわり」の成長とともに証を強め，信仰

の道を歩んできた前田兄弟がこの教会を知るよ

うになったのは，昭和５５年の冬，ふたりの外国

人の訪問を受けたのがきっかけでした。彼らは

日本語を話すばかりか，家．に上がるときはコー

トをたたんで隅の方に置き，靴をそろえ，座っ

てあいさつする様子は，一６〔府 余年の人生経験を

持っ彼さえも，目を見はる学ぶべき行ないでし

た。

外国人という興味で招き入れたふたりの若人
よ

の模範に，彼の目は開け，善き業を訪ねて妻と

共に会員になる決心をしました。

やがて前田兄弟も，教会の召しを受けるまで

に成長し，支部長から与えられた召しは，「前田

兄弟，前田姉妹と一緒に広報委貝をやっていた

だけませんか」という言葉でした。

驚いたことに，その責任の内容は，以前に勤

めていた 「文化協会」や 「共済会」で経験して

いた機関紙の発刊やガリ版技術をひとまとめに

●新琴似支部の広報委員。前列が前田ご夫妻

聖徒 の道 ／１９８４年 １１月号 ６１

関
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したものでした。

前田兄弟は，教会で教義を学ぶうちに，福音

が真実であることがよく理解できるようになっ

たと語っています。「もしあなたの片手または片

足が，罪を犯させるなら，それを切って捨てな

さい。両手，両足がそろったままで，永遠の火

に投げ込まれるよりは，片手，片足になって命

に入る方がよい。」（マタイ１８：８）

彼は，自分に両足があったなら教会に来るこ

とがなかったかもしれないし，宣教師に会って

もお話を聞こうとしなかったかもしれないと，

これまでの自分 を振 り返 り語っています。

前田家族を訪れると，部屋中に広げられた印

刷物の中で働いている老夫婦の姿が目に入りま

す。夫婦でよく祈り，相談 して原稿 を選び，誌

面に割りつけるのです。原稿が不足していると

きは，前田兄弟がいろいろな書物から，教会員

にふさわしい格言やことわざ，大成した人の言

葉などを所々に配置し，場合によってはみずか

ら原稿を書くこともあります。彼の記す格調高

い文学的叙述は，他の追随を許さないものがあ

ります。

誌面が埋 まると，表紙のデザインを考え，ガ

リを切り，慣れた手つきで印刷 します。印刷の

あがったものをページを合わせてとじ，表紙を

のりづけするのは，前田姉妹の受け持ちです。

こうして夫妻は，毎月１２０部製本し，第一安息

日に教会員に配るのです。

しかし，「ひまわり」ができるまで，前田夫妻

が寝ても覚めても考えあぐみ，彼が床をはいな

がら狭い市営住宅の台所の片すみでせっせと印

刷 していることを知る人は少ないでしょう。

安息、日には，肩かけカバンに聖典を入礼 義

足を肩で持ち上げるようにして歩み，疲れると

電柱につかまって休み， また歩む。寄り添うよ

うに歩む姉妹，とつとつとした後ろ姿が目に染

みます。

しかし，前田兄弟は 「私たちの人生の大半は

不遇なものでしたが，今 は心から信じ合 えるた

くさんの兄弟姉妹にめぐり会い，福音に生きる

ことを感謝 しています。『ひまわり』を発刊する

ことは，神様が与えてくださった私の仕事です。

こんな喜ばしいことはありません」とほほえん

でいました。（まきの ・いさお ．新琴似支部長老

定員会会長）

「この教会にめぐり会えて幸せです」

一死に対して異常なほどの恐怖心を抱いていた私

仙台伝道部古ｌｌ皮部 遠藤 和枝 （高 ３）

国
は小さい頃から教会にとても憧れていま

した。小学生のときに，よく校門の前に

２， ３人の人が立っていて，イエス ・キリス ト

についての紙芝居 を見せてくれた り，パンフ

レットを配布したりしていたので関心を持っよ

うになりました。

また，ある映画を見て強い印象を受け，脳裏

から離れませんでした６それは，幼い男の子 と

女の子がお祈 りをしている一場面だったのでキ

私と同じくらいの年の子たちでしたから，「私 に

もできるんだ ！」と思って， らのつぶやく言

葉を必死 になって繰 り返してい 」 を覚えてい
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ます。

それを見るに見かねた母は，表紙がボロボロ

になった讃美歌の本 を本棚から取 り出し，祈 り

の言葉が書かれているページを開いて私に渡 し

てくれました。非常に感激 してしばらくの間，

そこに書かれていた言葉でお祈 りを続けていま

した。そして 「一度でもいい，教会に行 ってみ ｒ

たい」と思うようになりました。

高校に入学 して間もないとき，神様は英会話

教室を通じて私を教会に導いてくださいました。

１９８２年の ５月のことです。

英会話に通い始めて１カ月ぐらいすると，宣

教師の須田長老から日曜学校 に来るように勧め

られ，ときどき行 くようになりました。そして

１０月になって英会話がなくなるのを機に，教会

の高校生の姉妹たちの勧めもあってレッスンを

受けるようになりました。

私が教会に通い出したのを母が知ると非常に

怒 りました。母は，今は全然行かないのですが，

メソジス ト派の教会貝であり，いろいろ経験 し

ていたようです。「和枝に１さ，私の二の舞を踏ま

せたくないの。教会に行って挫折するのがわ

かっているから……」と言うばかりでした。け

れども非常 にあきっぽく，母に言わせると三日

坊主の私がやめるような気配も見せなかったの

で，「勝手にやりなさい」と許してくれました。

初めのうちは興味本位だけでしたが，レッス

ンを続けて聞くうちにこの教会が自分の悩みを

すべて解決してくれる教会であることがわかっ

てきたのです。

私の悩みとは，第一に死についてでした。私

は小学校め６年のときに死について深 く考えた

ことがありました。「自分はどこから来たのだろ

う。なぜ生きているのだろう。死んだらどこへ

行くのだろう」と幼いながら真剣に悩んでいた

のです。また死に対して異常なほどの恐怖心を

聖徒の道／ １９８４年 １１月号

抱いていました。毎日毎 日何か正体のわからな

いものにおびえながら，いつかこれらの疑問に

答えてくれる人に会えるように願い続けていま

した。それが 「人生の目的」のレッスンで教え

られたことにより，心の闇が一気に取り去 られ，

喜びと安 らぎに満たされました。

第二に父のことです。やはりノ」・学生の頃でし

た。父はよくお酒を飲んでいて，夜中に大声で

騒いだり，暴れたりは茶飯事でした。お酒の恐

ろしさをひしひしと感 じ，自分が置かれた境涯

を嘆いていました。そして 「私はお酒を飲む人

とは絶対に結婚 しない」と心に誓いました。で

すから，「知恵の言葉」を聞いたときの喜びは計

り知れないもので， コーヒーやお茶をやめるこ

とぐらい何 ということもなく，その教えをス

ムーズに生活に取り入れることができました。

私は ７月頃に親友の相沢明美さんを教会に誘

い，ふたりで一緒にバプテスマを受けようと約

束して頑張 りました。ところがひとつ解決 しな

ければならない問題がありました。バプテスマ

を受けるための両親の承諾でした。

相沢さんは両親の承諾を得て，バプテスマの

日も決まっていました。けれども私は一週 間前

になっても両親からいい返事 をもらえず，非常

にあせっていました。そのうえ彼女が祝福され

ているのを見ていてつらくてつらくて，だれも

私の気持ちをわかってくれない……もう教会か

ら離れてしまいたいとも思いました。

しかし４日前になりとてもすばらしい出来事

が起こりました。授業中に何度も何度も私を呼

ぶ声が聞こえたのです。空耳だと思いつつもそ

の声に耳を傾けると 「今，両親の許可を得るこ

とができる」と強く感じました。授業が終わる

とすぐに家に電話をかけました。すると今まで

決して首を縦にふらなかった父が「うん」と言っ

たのです。 自分の耳を疑いましたが，確かにそ

６３
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う言っているのです。家に帰ってから，看護婦

の仕事で鶴岡に．単身赴任 している母に電話をか

けて承諾を得て，宣教師の方に連絡を取りまし

た。「お兄ちゃん」と言って頼 りにし， ８カ月間

もの長い間教わった徳田長老から「良かったね」

と言われてやっと実感がわき，涙がポロポロと

頬を伝わりました。

そして１９８３年１０月９日に仙台の上杉 ワー ド

部で相沢さんと共に徳田長老からバプテスマを

受けることができました。私の２回目の誕生日

として生涯忘れることができません。

今，福音を知ってバプテスマを受けることを

望んでいるのに何かの事情があって受けられな

い方もたくさんいらっしゃると思います。けれ

ども信じて待つならば，神様はその人に最も良

い日を選んで導いてくださると思います。私も

１年かかってその日をプレゼントしていただけ

ました。それまでの１年間は貴重な毎日で，た

くさんの良い勉強ができました。福音に対する

知識 また信仰を養うのに大切な日々だったの

です。須田長老から読むように勧められたアル

マ書第３２章は，信仰が弱くなりかけていたとき

いつも励ましてくれました。

反対 していた母はこの頃とても優 しくなり，

日曜 日に私が教会に行くときにいろいろと助け

てくれます。ほとんどお滴 を飲まなくなった無

口な父とも，よく話すようになりました。私自

身，「以前よりずっと性格が良くなった，変わっ

たよ」と言われます。もしこの教会 にめぐり会っ

ていなければ，今のような幸福な日々は送れな

かったと思います。（えんどう・かずえ １９６７年

生まれ，古川支部初等協会教師）

人生の充足感 を求めて
一宣教師との３度目の出会いから一

匿１ 横浜ステーキ部横浜第２ワード部 光 井 康 磨

國
は，末日聖徒イエス ・キリス ト教会との

結びつきに，何か宿命的なものを感じて

います。というのは，現在の横浜第２ワード部

に集う以前にも， ２回にわたり宣教師との出会

いがあったからです。最初は学生時代 無料英

会話を教わるために教会へ何回か行 ったことが

ありました．また社会人となってからも，福岡

の地において宣教師の訪問を受けました。その

いずれの場合も私 自身に準備ができておらず，

福音に興味を示すことがありませんでした。

会社に入って１０年余 りが経過し，結婚してふ

たりの子供にも恵まれ，平凡な生活を送ってい

ますと，満たされている半面何か空虚なものを

感 じるようになりました。現在は仕事に十分満

足できても，年をとった後も，そのような充実

感を保てるだろうか， また何か自分 に欠けてい

６４



灘鱗灘…撫 黙糠 織鯉 騰 驚黙鯛 凝鞘 購 驚繊 灘 購・ｌｌ

るものがあるのではなかろうか，という漠然と

した不安がありました。

私はその頃， 日曜 日には長女を家からそう遠

くないあるバプテス ト教会の日曜学校へ連れて

行 くのを家庭における責任としていました。そ

こに集まる子供たちの中にはまだ幼い子供もい

て，母親が迎えに行くとその胸の中に泣きなが

ら飛び込んで行 く様を見たとぎ ある感動を覚

えることもしばしばでした。私 は思いました。

成人した大人に，あの子供たちのように自分を

支えてくれる，何か頼 りとなる存在があるのだ

ろうか，と。

ちょうどそのようなとき，宣教師の訪問を受

けました。それは昨年の９月下旬のことです。

彼 らはよく教えてくださいました。また横浜第

２ワー ド部の何人かの兄弟からも訪問を受け，

助けていただきました。そして福音が真実であ

り，末 日聖徒イエス ・キリス ト教会が真実の教

会であることの証を強めていきました。

しかし問題がひとつありました。知恵の言葉

の戒めです。私はお酒が何より好きで，外でも

飲みましたし，帰宅してからも晩酌は格別の楽

しみでした。改宗するためには，断酒せねばな

らないとあって，人生の楽 しみを失う自分 自身
いちまつ

に一抹の哀れさを感じていました。

今年 １月１５日の聖餐会に求道者 として出席

したとき，なぜか 「酒をやめてみようか」との

気持ちが起 こり，試 してみました。結果はスムー

ズにやめることができました。今は逆に耐える
そうかい

ことである種の充実感 爽快感を覚えています。

知恵の言葉の戒めを守り，十分な準備をした

後， ３月 ４日の断食 日に妻と共にバプテスマを

受けました。 ここまでよく導いてくださった宣

教師 （吉原長老，ケイプナー長老，ニューマン

長老，キング長老）に感謝しています。また，

改宗前に浅間ステーキ部長より家庭の夕べに招

聖徒の道／１９８４年Ｕ月号

かれ そのすばらしいご家族に触れたとき，末

日聖徒の言う永遠の家族を見るようでした。食

卓の壁に 「思いをまいて行ないを刈 り取れ 行

ないをまいて習慣を刈 り取れ，習慣をまいて人

格を刈 り取れ，そして人格をまいて永遠の命を

刈 り取れ」との言葉が色紙に書かれてあるのを

見たとき，このようなご家族と同じ信仰を持て

たらすばらしいと思いました。

すでに早いもので改宗 して半年が経過しよう

としています。その間様々なことがありました。

自分 自身の内に住むサタンの誘惑から，この世

的に流されることもありましたが，それでも一

つ一つ克服しながら現在に至っています。

７月１５日に行なわれた横浜 ステーキ部の神

権会では長老の職に聖任 され，家庭や教会にお

ける責任の重さを感じています。行く道ははる

かに遠い道のりですが，真の改宗を目指 して努

力していきたいと思います。

このことが子供たちが生きていくうえでの証

となりますように。（みつい ・やすま １９４７年生

まれ）

「お母 さん，夢 のよ

うに楽 しか ったね」

横浜第２ワード部 光井 さち

国
リスト教会と初めて接したのは，まだ独

身のときでした。勤務先の裏にあったカ

トリック教会の求道者クラスへ，会社の先輩と

一緒に興味半分で神父さんのお話を聞きに短い

期間でしたが通っていました。しかし強く心ひ

かれるものがなく，いつのまにか遠のいてしま

いました。
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やがて結婚をし家庭を持ってからは，ある教

会の方が熱心に来られました。その方が置いて

いかれたパンフレットを読みましたが，こちら

は前回よりも感 じるものがあ りませんでした。

そして２年前，長女の幼稚園を選ぶに際し，

キリス ト教に基づく人間形成という主旨が私た

ちの家庭の中で欠けているものを補 ってくれる

のではないかと考え，近くのバプテス ト教会の

幼稚園に入れることにしました。そこでは親の

私にもＰＴＡの催 しなどで，少しずつでしたが

聖書を見たり，讃美歌を歌ったりする機 会があ

りました。子育てに疲れがちな私に少 しなりと

も余裕が生まれ，安 らぎを覚 えるようになりま

した。また先生方の利己心を忘れた奉仕の姿を

拝見し，信仰を持つことは私たちの生活を良 く

するために必要 なものではないかと思 うように

なりました。、

そのように考 えるようになっていた頃，夫が

末 日聖徒イエス ・キ リス ト教会の宣教 師から

レッスンを受けるようになりました。毎 日曜 日

の夕方熱 已・に耳を傾けている夫に今 まであまり

感じたことがなかった尊敬の念を抱 きました。

しかしレッスンが進んで知恵の言葉の戒めにな

りますと，夫は悩みました。無理はないと思い

ます。なにしろお酒が大好きで，晩酌を欠かし

たことがないほどでしたから，知恵の言葉の戒

めを乗 りきれるなら真の信仰を持てるようにな

るだろうと思っていました。

すぐにはこのチャレンジに応えられず，長い

間心の葛藤がありました。これからどうなるの

か皆目検討がつかずにいたそんなある日，幸い

にも浅間ステーキ部長が私たちと同じ建物に住

んでおられ，私たちを家庭の夕べに招待 してく

ださいました。すばらしいご家族でした。まだ

５歳の長女は，「お母さん，夢のように楽 しかっ

たね」とそのときの感想を話してくれました。

夫も私も心の中に温かいものを感じて帰宅し，

それからほどなくして私たちはバプテスマを受

ける決心をしました。

このようにして夫と共に末日聖徒イエス ・キ

リス ト教会の会買となり，天のお父様の子とし

て新 しく生まれ変わることができました。これ

も，これまで何度 も私たちにレッスンしてくだ

さった宣教師の方々や近くに住んでおられるた

くさんのすばらしい教会員のご家族，教会で温

かく私たちを歓迎してくださった兄弟姉妹のお

導きのおかげと，深 く感謝 しています。

家族一同，蒔かれた種が成長して立派な実を

結べるように，終わりまで耐え忍んでいきたい

と思っています。（みつい ・さち １９４９年生まれ）

職場の仲間全員が
万歳三唱で送つて
くれました

大阪伝道部

専任宣教師

高橋 裕子

圏
がこの福音を知ったのは約 ４年前でした。

当時私は看護学生として毎日病院で実習

をしていました。様々な環境に育ち，違った性

格を持ち，置かれている立場も異なった患者さ

んたちの前に立っとき，私は不安 と恐れと自己
けん お

嫌悪の気持ちで一杯になりました。なぜなら経

験の浅い私は，彼らのために何もできないとい

うことを，彼らも私 もよく知っていたからです。

また私は，死がどのような意味を持つのかよ

６６
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くわかりませんでした。ですから死について患

者さんから尋ねられることを一番恐れていまし

た。不安と自信のない毎 日を続けていたとき，

私はひとりの友人と話をしました。彼女はほか

の友人とはどこか違 っていたのです。いつも明

るく一生懸命で，とても輝いていました。彼女

は末 日聖徒でした。

私は彼女や宣教師の助けによってこの福音を

知ることができました。人生の目的や救いの計

画の話を聞いたとき，私の心は喜びで一杯にな

りました。「私たちはどこから来て，なぜここに

いるのか。死んだら．どこに行くのか。」この答え

こそ私が求めていたものだっ．たのです。私たち

の人生は永遠であり，目先だけにとらわれず，

長い目で自分 を見つめながら，きょうを生きな

ければならないことを知 りました。 またいっも

希望を持っことの喜びを知 りました。

でも実際病院の中で働いてみると，自分の信

仰がいかに弱いものであるかがわかりました。

職場での人間関係はむずかしく，同僚を理解す

ることは大変でした。㌧年齢，性格，経験，価値

観 それぞれの人が違います。どうしてこの人

はこんなことができるのかと，理解に苦しむこ

ともありました。時にはひどい言葉を投げかけ

ら礼 相手に悪い感情を持 ったことさえありま

した。

私にとって福音 はただの知識にしかすぎな

かったのです。相手のよくない点を見てそれだ

けでその人を判断してしまい，ほかの良い面を

探そうともしませんでした。 また自分のことは
かえり

全然 省みなかったのです。

このことに気づき，心から悔い改めたとき，

相手を少 しずつ理解することができるようにな

り．ました。そレて自分が本当に職場の一員であ

ると感 じることができました。

仕事をしているうちに，たくさんの亡くなる

人の姿を見ました。ほんの３〔扮前まで一緒に話

していた人が，今は何 も語ることができないの

です。その姿を見たとき私は，死をこの身で実

感しました。そしてこの現世の期間の短さ，時

間の大切さを痛感しました。この福音が真実で

あるという証が，毎日の生活の中で強くなって

いきました。

そんなある日，ひとりの患者さんが私にこの

ように話しかけてきました。「私 死ぬのが怖

い。子供たちと別れるなんて考えられないわ。」

私はのどもとまで言葉が出てきたのに，声に出

すことができませんでした。なぜあのとき彼女

に福音を話すことができなかったのでしょう。

いっか彼女に話 さなければと思いながら，なか

なかその機会を作 ることができませんでした。

彼女はある朝，状態が急変して私の目の前で亡

くなりました。私はとうとう，彼女に福音を伝

えることができなかったのです。

この経験を通 してひとつのことを思い知らさ

れました。確かに私は福音を知 ることができた

おかげで幸福です。多くの人からたくさんのこ

とを学びました。でも，ほかの人にどれだけこ

の喜びを伝 えてきただろうか。すべての人にこ

の福音が必要であることを，どれだけ意識して

いただろうか。そして自分にとって今何をする

ことが必要なのか，神様が私に何を望んでおら

れるのかが，よくわかりました。・

私は伝道 に出る決心をしました。職場め仲間

は驚き，このまま仕事を続けるように言いまし

た。しかし最後はスタッフ全員が万歳三唱で私

を送ってくれました。

私のような小さな者でも，召 してくださった

神様に心から感謝 しています。神様の愛に応え

られ否よう，精一杯働きたいと思います。（．たか

はし・ゆうこ 仙台ステーキ部上杉ワー ド部出

身）

聖 徒の道／ １９８４年 １１月号
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完成 した福 島 ワー ド部

教 会 堂 種がまかれて１７年

園
北新幹線で大宮より１時間半，吾妻連峰

が左手に見え始めたら，みちのく東北の

表玄関，福島です。

３月に完成 した教会堂は，元病院の建物を改

ｉ築したもので， １５０名収容の礼拝堂 と１３の教

室，２０台収容の駐車場を備えています。近くに

は，市役所，地方裁判所，市民会館，ＮＨＫな

どがあり，落ち着いた町並みの中にあって，天

空を指してそびえるシンボルタワーが，一段 と

印象的です。

礼拝堂に入っただけで温かく包み込 まれるよ

うなやすらぎに満たされ 神とイエス・キリス

トへの感謝の気持ちがわきあがってきます。

福島の聖徒たちにとって，ワー ド部は安心 し

て集える所，福音を学び，成長する所，さらに

「いと高き者に礼拝を捧」（教義 と聖約５９：１０）

戦 領 織 ， β ６ ぞ轍 纈鴇難 １
鐸…

隷 灘 縣 ・鷺 、ｎ … 。灘

さけどころ

げ，「暴風雨の避 所」（教義 と聖約１１５：６）と

なったのです。

福音が伝えられて１７年間，忠実に信仰を守っ

てこられた堀江恵助兄弟， トミ姉妹，大河内英

子姉妹を初め多くの宣教師，兄弟姉妹の犠牲と

忍耐とに支 えられて完成したとはいえ，だれが

このような祝福 を間近 に見ることができたで

しよう。

開発が遅れているとか，．改宗者が少ないと言

われてきた東北，福島の地ですが，神様は忘れ

られず，多くの試練の後に，豊かな祝福を与え

聖徒 たちを喜ばせてくださいました。

このシオンは，私たちの宝であり，神の恵み

によってもたらされたものです。これからも聖

徒の心をひとつにして，主のみ業の発展のため

に励みたいと思っています。

まことに主の言葉のように 「福島の隅々に至

る一切 の人々よ。シオンに来て金銭なしに無料

で乳 と蜂蜜とを買え」 と呼ばわりたい気持ちで

一杯です
。（仙台ステーキ部福島ワー ド部監督・

渡辺正歳）．
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■初等協会音楽カセットテーブ

〈新発売＞ １０種 各５００円

羅 １

鷹 鵜 、 ．。、礪 黙

、 Ｐこ

◎ひかり，星コースＡ，星コースＢ，ＣＴ．Ｒコ

ースＡ，ＣＴＲコースＢ，勇者コースＡ，勇者

コースＢ，明るい少女コースＡ，開拓者コー

スＡ，開拓者Ｂ／明るい少女Ｂコース１／の教

師用テキストに載っている全曲がピアノなど

の伴奏で収録されている。

●ローカルページに皆様の原稿をお寄せくだ

さい。来年度 １月号掲載分の締切は１り月９日

（助着）です。 投稿には必す連絡先 （電話番

号）を記入してください。

●あて先：〒１０６東京都港区南麻布５一佃一３０

末日聖徒イエス ・キリスト教会 「聖徒の道」

編集室。費０３－４４０－２３５１（イー℃）
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訂 正 １０月号 ロ ー カ ルペ ー ジ の ６４・６５ペ ー ジの 「」ＭＴＣ 第６２期 生 ・と 「第６３期 生 」は そ れ ぞれ 「第 ６１期 生 ・

６８ と 「第 ６２期 生 」の 誤 り で し た 。
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